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,
•• 
，
く
、..

,

i

g
(
;

．
へ
哭
ぷ
翠
吃
．
＇
5`．

、〗厄
，r
,＇
翌’ャ
；
t`
;
~冑
＇ャ
r
ri
3心
、
＇
れ
t

’
’
’

•• 

し,．．．
． 
，
 

•.• 
,‘、
9.

'

―

-

1

ー

・ー

n

『―-I
‘,．』・'．↑r',1A.，991‘

ト＇

ー
」
'
‘
口
況
剛
繹

i
-
Lf1 ー
（
ー
〗

． t/ロ
バ
ロ
」
：
―
ー
ー
／
ふ
富

9
:
/多し
魯
、
4
i、

ヽ

:
．
．
直
屡
島
塁
＇
）
逗
誌
弩
｛
贔
羹
麦
讐
心
t

苓
否
．

＿
涵
誓
ご
言
皐
塁
―
＿
寧
―
T

i

、ヨ

繁
市
民
税
．
＾
毎
庄
岳
鸞
墨
菟
―

i

袴

．
i

一
月
一
方
、
言
課
応
＿
羞
lJ

忍ふ`
し主．`
臼賛ド`
ド/;

言
芹
斎
牽
亨
予
蒻
畜
、
‘

虔
を
酔
翠
、3
詈
―
芙
他
叫
麟
諄
茫
〗
璽
贔
―

7

燿
名
嶺
夏
羹
扇
警
ぷ
と
グ
・

油
~
外
鬼
―
予
嘉
ふ
蓋
覆
例

．

ー
ヘ
ぶ
文
祈
各
痢
肴
。
）

：き
ぷ
、
り
r、r『

f1'
ぷを一―

9

月<-エ
3
.
7
J

迂
ぶ
＿
薇
羹
青
秦
は
、
「
ッ
兄
ス
カ
ラ

翌
了
え
戌
＾
尺
を
、
係
、
翌
覧
低
節
政
危
忍
雇
貪
裔
翠
羹
誓
‘
月
’

ì
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コ
ト

僻
染
病
息
者
歪
生
死
亡
一
覧
表

病

名

―

一

月

―

二

月

一

三

月

一

計

ー

赤

痢

ー

一

―

―

―

―

―

ー

|

|

痢

ー

―

―

-

1

-

―

疫

一

五

（

二

）

一

六

（

一

）

―

-

五

ー

ニ

六

（

三

）

膨

チ

プ

ス

―

―

―

―

―

―

 

ー
ー
ー
—
ー
―
―
ー
一
ー
一
可
ー

壼
疹
チ
プ
ス

狙

紅

熱

一

ー
ニ
七
一
八
（
二
）
＿
―

1
0

I

五
五
(
1
1
)

ヂ
フ
テ
リ
ヤ

，

痘

症

―

―

五

一

六

―

―

―

ー
天
~
痘
ー
ー
ニ
―
二
(
=
-
）
-
―
五
(
-
―
―
)
一
ー
九
（
六
）

一
ー
五
(
-
ー
）

合
｀
計
―
―
-
＿
四
（
二
）
ー
ニ
―
名
）
一
六

0(1―-）-

註

（

）

内

数

字

＾

死

亡

ヲ

示

ス

畳

轄
入
相
談
所
長
兼
務
ヲ
命
ズ

助

役

．

演

臨
時
人
口
調
査
部
長
兼
務
ヲ
命
ズ
，
”

主

事
ズ

臨
時
入
口
調
査
部
企
盛

，迫

田．

．・周 信

作

井

任
廣
島
市
主
事

調
査
課
次
席
ヲ
命
ズ
（
四
月
一
日
）

主

事

迫

田

周

作

松

島

隆

工
業
指
導
所
勤
務
ヲ
命
ズ

芥

河

郎

山

崎

服

，

部

宜

元

も

・

ヤ

千

代

助

主

事

山

田

盆

雄

上
水
課
勤
務
ヲ
命
ズ
I

保
健
課
長
兼
務
ヲ
免
ズ

4-

抜

師

．

藤

本

｀

明

ぐ

主

事

中

田

-．．．格

農
漁
課
長
事
務
取
扱
ヲ
免
ズ

告
示
甲
第
四
十
八
雖

町
内
會
分
割
―
―
開
ス
ル
件

廣
島
市
己
斐
町
中
町
匿
町
内
會
ヲ
左
ノ
通
リ
分
割
ス

昭
和
二
十
一
年
四
月
十
九
日

廣

島

市

長

廣
島
市
己
斐
町
中
町
東
蓋
町
内
會

廣
島
市
己
斐
町
中
町
西
匿
町
内
會

助

役

没

井

．

信

／
 ;' 

商
工
課
長
事
務
取
扱
ヲ
免
ズ

助

役

濱

井

信

木

原

七

郎

保
健
課
長
ヲ
命
ズ

抜

師

‘

訟

林

緒

農
漁
課
長
ヲ
命
ズ

商
工
課
長
ヲ
命
ズ

主

寮

田＇

窪

巽

吾

主

事

野：

田

盆

l 
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島 炭 日十二月四年ー十二和昭 (8) 

六
、
資
金
の
見
込
は
あ
る
か

七
、
建
築
材
料
は
あ
る
か

八
、
職
人
は
雇
へ
る
か

況
、
申
込
期
限
五
月
五
日

+
、
通
知
先
廣
島
市
復
興
相
談
所
（
市
役
所
三
階
）

疎
開
官
公
荷
、
學
校
、
會
祉
、
銀
行
等
に
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。

昨
年
八
月
六
日
の
殿
災
以
来
痰
島
市
内
外
に
疎
開
し
偲
含
屋
に
於
て
授
業
や
執
一

務
を
殺
け
て
お
ら
れ
る
官
公
荷
、
翠
校
、
會
祉
、
銀
行
等
で
廣
島
市
内
に
復
欝

翡
を
進
め
て
居
ら
＼
る
向
は
左
記
鷹
柄
を
至
急
御
通
知
下
さ
る
様
御
願
ひ
し

ま
す
。一

、
復
蹄
決
定
町
名
地
番
と
共
の
所
要
坪
数

i

二
｀
未
決
定
の
向
は
復
蹄
を
希
望
さ
れ
る
位
置
と
其
の
所
要
坪
敷
．

三
、
右
雨
者
と
も
復
蹄
豫
定
時
期
及
建
築
設
計
完
成
せ
る
も
の
は
共
の
概
要

を
併
せ
て
御
知
ら
せ
下
さ
い
。

四
、
申
出
期
限
五
月
五
日
迄

五
、
申
出
先
廣
島
市
復
興
相
談
所
（
市
役
所
三
階
復
興
局
内
）

現
行
喜
牧
期
日

讐
月
三
十
日
限

同

上

-
.
I
 

別
途
通
姉
ア
ル
↓
、
デ
徴
牧
延
期
セ
ラ
ル

疇

上
一

同同

・

上

9

、

同

~

上
\

諮

時

牧

入

―
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二
廣
島

年五E
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酪
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入

）
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I
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,
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J
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払
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•
市

A
亭

＇ 
ー9

報
——-•— 

一
規
則
第
十
雄

．
廣
島
市
特
別
臨
時
手
営
哀
罷
則
制
定
の
件

廣
島
市
特
別
臨
時
手
営
支
給
規
則
を
左
の
通
り
制
定
す
る
＿
．．
 

規
則
第
八
雄

廣
島
市
役
所
車
務
分
掌
規
則
中
改
正
ノ
件

昭
和
二
十
一
年
三
月
・
ハ
日
規
則
第
四
辣
廣
島
市
役
所
事
務
翫
酎
則
中
左
ノ
通
一
昭
和
二
十
一
年
五
月
十
五
日
隈
島
市
長
＊
訊
七

リ
改
ム

炭
島
市
特
別
臨
時
手
常
支
給
規
則

9
•
昭
和
二
十
一
年
五
月
十
一
日

．

廉

島

市

長

＇

木

原

ー

七

郎

第

一

條

本

市

有

給

吏

員

、

嗅

託

員

、

屈

員

及

傭

人

、

叉

は

之

に

準

す

る

者

及

島
第
一
條
會
計
諜
用
庶
係
ノ
下
ー
ー
「
配
車
係
」
ヲ
加
へ
同
條
公
民
諜
ノ
下
ー
ー
「
．
庶
市
費
支
辮
の
市
立
準
校
牧
職
員
並
に
国
害
館
職
員
に
封
し
本
規
則
に
依
つ
て

、

務

係

」

「

滉

琺

係

」

「

町

笥

簿

係

」

ー

ノ

＿

＿

＿

係

ヲ

加

フ

特

別

臨

時

手

常

を

支

給

す

る

但

し

左

に

掲

げ

る

者

は

除

く

．

，

徊
第
二
條
線
称
課
ノ
祁
務
分
掌
中
「
一
、
乗
用
車
―
―
閥
ス
ル
事
項
」
ヲ
削
リ
同
條
一
常
時
勤
務
に
服
し
な
い
者
，
又
は
毎
月
一
定
の
給
料
若
は
手
嘗
の
支
給

を
受
け
な
い
者

．
．
．
令
計
課
ノ
軍
姦
畑
分
掌
ノ
末
尾
ー
ー
「
一
、
自
動
車
ー
ー
開
ス
ル
事
項
」
‘
ヲ
加
フ
・

二
休
職
中
の
者

三
臨
時
の
嘱
託
員
、
屈
員
及
傭
人
、
但
し
闊
託
又
は
屈
傭
の
日
か
ら
六
ケ

‘

附

則

戦
（
本
規
則
ハ
公
布
ノ

H
ョ
リ
之
ヲ
旅
行
ス

月
を
越
へ
た
者
を
除
く

第
二
條
特
別
臨
時
手
賞
の
支
給
月
額
は
給
料
盆
罪
に
相
常
す
る
手
営
）
臨

'
・
時
手
常
支
給
規
則
に
よ
る
臨
時
手
常
、
臨
時
家
族
手
常
、
勤
綾
手
箆
臨
時
一

規
則
第
九
疵

物
慨
手
常
の
合
計
月
額
（
拾
同
未
満
は
切

b
捨
て
、
）
に
針
し
て
月
額
二
百

OO

．．
 

廣
島
市
復
興
局
喉
商
分
掌
規
則
中
改
正
ノ
件

迄
の
も
の
は
八
割
、
二
百
拾
回
以
上
八
百
九
袷
同
迄
は
松
闘
を
玲
す
毎
に
八

．
昭
和
二
十
一
年
一
月
八
日
規
則
第
二
就
巖
島
市
復
興
局
甜
務
分
掌
規
則
中
左
ノ

｀
＇
を
減
じ
た
も
の
と
し
、
九
百
回
以
上
の
も
の
は
二
割
四
分
と
す
る
、
但
し
回
I
‘

墾
通
IJ
改
ム

‘
皿
未
満
の
端
敷
は
こ
れ
を
問
位
に
満
た
す
こ
と

活
昭
和
二
十
一
年
五
月
十
一
日

nu‘ 良
第
一
＿
＿
條
應
召
軍
人
で
外
地
又
は
外
閾
に
あ
る
者
に
針
す
る
特
別
臨
時
手
躇
は

廣

島

市

長

木

原

七

給
斜
に
つ
い
て
は
應
召
前
の
金
額
、
共
の
他
の
蹄
手
常
に
つ
い
て
は
現
行
の

一

諮

手

菱

蘭

程

の

金

額

に

よ

る

＂

冒

條

庶

務

課

韮

募

靡

「

一

、

栞

用

車

―

-9悶

」

及

同

熊

材

認
課
ノ
事
粉
分
掌
中
「
一
、
貨
物
自
動
平
一
品
曲
ス
ル
郡
項
」
ヲ
削
ル

付

．

則

第

四

條

特

別

臨

時

手

代

は

支

給

を

受

け

る

粁

が

退

既

若

は

死

亡

し

た

時

叉

は

e-．
＊

翡

ふ

布

ノ

日

ョ

リ

之

ヲ

施

行

ス

第

一

條

の

第

一

翌

若

は

第

二

煉

に

該

営

す

る

に

至

っ

た

時

で

も

共

の

月

分

の

規

則

復

活

第
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金 金

金
十
二
萬
五
千
三
百
七
十
八
回

金
十
二
臨
五
千
三
百
七
十
八
回

歳

出

合

計

金
l

．
千
二
十
七
回
，
．
．
，

歳
入
出
差
引
残
金
ア
レ
バ
各
其
ノ
資
金
ー
ー
組
入
．
ル
ル
モ
ノ
ト
ス

一

雑

入

金

九

萬

八

千

六

百

六

十

七

園

入

金

九

萬

八

千

六

百

六

十

七

園

.
L
E
 

爵
歳
入
合
計
・
金
九
萬
八
千
六
百
六
十
七
皿

．
 

．．
 

歳

・

出

一

廣

島

工

業

浩

修

第

費

金

二

回

一

廣

島

工

業

港

修

築

喪

金

二

回

二

公

債

喪

金

九

萬

八

千

六

百

六

十

五

oo

二

公

債

喪

金

九

萬

八

千

六

百

六

十

五

回

歳
出
合
計
金
九
寓
八
千
六
百
六
十
七
回

歳
入
出
差
引
衷
金
ナ
シ

,

1

9

 

告
示
甲
第
二
十
競

昭
和
二
十
一
年
度
旗
島
市
特
別
合
計
公
用
地
喪
歳
入
出
豫
群

歳

入

・

一

繰

入

金

金

●

寓

八

●

七

百

二

十

三

回

復

一

繰

入

金

金

十

萬

八

千

七

百

二

十

三

回

活
，
二
資
金
ョ
＂
，
生
ズ
ル
牧
入
金
一
寓
六
千
六
百
五
十
宜
回

第
一
．
一
脊
金
ョ
リ
生
ズ
ル
牧
入
金
一
萬
六
千
六
百
五
十
五
回

―
―
ー
歳
入
合
計
金
十
二
萬
五
千
三
百
七
十
八
回
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控
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¥
7引
創

す

る

一

ー

公

債

ー

費

金

五

千

二

百

扉

ー

第

五

條

前

各

條

に

掲

げ

た

も

の

の

外

特

別

臨

時

手

常

の

支

給

に

つ

い

て

は

給

四

諸

費

金

三

十

一

回
金
―
―
-
＋
両

（
 

料
又
は
手
賞
支
給
の
例
に
よ
る
．
．
．
．

．

 

一

雑

支

出

昭
ー
．
ー
•
•
一
五
豫
備
喪
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領
左
ノ
如
シ

昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
五
日
｀

．

殷

島

市

長

木

｀

．

原

昭
和
二
十
一
年
度
痰
島
市
歳
入
出
豫
算
追
加
，

歳

．

入

四

使

用

斜

及

手

敷

斜

金

二

十

二

萬

四

千

回

｀

．

一

使

用

料

金

二

十

二

萬

四

千

回

・

六

固

廂

支

出

金

・

金

二

百

十

八

萬

四

千

回

二

補

助

金

金

二

百

十

八

寓

四

千

回

十

一

繰

越

金

金

七

萬

五

千

五

百

四

回

一

前

年

庶

繰

越

金

金

七

寓

五

千

五

百

四

皿

+

―

―

市

依

金

八

百

五

十

＿

＿

＿

寓

回

―

市

餌

金

八

百

五

十

三

寓

皿

歳
入
合
計
金
一
千
ー
百
ー
寓
三
千
五
百
四
回

汲

出

親

常

部

M
モ
『
己
疇

B-u.1
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ー、1
.
”
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市 約 廣

八

厚

生

費

八

住

宅

費

焼
常
部
計
金
四
千
十
回

昭

臨

時

部

布二千

九

公

債

費

金

二

十

二

萬

七

千

四

百

六

十

七

回

一

ー

公

債

喪

金

二

十

二

萬

七

千

四

百

六

十

七

回

年五

十

―

―

ー

戦

災

復

興

費

金

1

千
七
十
二
寓
二
千
二
十
回

月

二

住

宅

建

設

喪

金

一

千

七

十

二

萬

二

千

二

十

図

=-
十

．

十

四

諸

費

・

金

六

萬

七

園

ll

九
衆
議
院
議
員
薄
組
執
行
費
ー
短
六
萬
七
闘

臨
時
部
計
金
ご
丁
一
百
萬
九
千
四
百
九
十
四
闘

歳
出
合
計
金
一
千
ー
百
一
寓
三
千
五
百
四
回

歳
入
出
差
引
袈
金
ナ
シ

島
五
＂
年
鰭
’
ル
昭
和
二
十
年
息
児
島
市
歳
入
出
豫
邸
追
加
夏
正
ノ

＂
し
要
領
左
ノ
如
シ
．

市

昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
五
日
・

廣

島

市

長

木

報

昭
和
二
十
年
度
廣
島
市
歳
入
出
豫
罪
追
加
更
正

9

歳

入

―

市

税

金

百

十

八

寓

九

千

五

百

四

十

五

回

一

國

税

附

加

税

金

九

回

三

獨

立

税

金

三

千

百

一

＿

＿

萬

四

千

五

百

四

圃

四

使

用

料

及

手

数

料

金

百

五

十

寓

四

千

八

百

四

十

五

闘

復

l

使

用

料

金

九

十

一

萬

四

回

活

六

國

庫

支

出

金

金

五

百

六

十

四

寓

八

千

三

百

五

十

一

回

第

一

交

付

金

金

三

十

一

回

、

―
―
—
+
―
―
市
債
色
―
一
千
三
百
七
萬
八
千
回

I

．
9,

鍛

舎

―

千

三

百

七

寓

八

千

圃

.,4 

競

．

一

市

．．．． 
,＇ 

た，

．
ー
ー
ニ

F

昭和二十
一

第五月二十日 . ・ • r終 (. 1 4.）＂ •.’. 

;: 
':,  

，」

.: i 

種
痘
月
日

五

月

六

日

五

月

七

日

五

月

八

日

五

月

九

日

五

月

十

日

五
月
十
三
日

五
月
十
四
日

五
月
十
五
日`

 

五
月
十
六
日

五
月
十
七
日

I. 

旗

島

市

長

廣
島
市
財
源
調
布
委
員
會
規
則

第
一
條
廣
島
市
財
政
ノ
確
立
ヲ
期
ス
ル
為
財
源
調
逹
等
ー
ー
付
調
査
研
究
ヲ
為

シ
市
炭
ー
ー
意
見
ヲ
具
申
シ
又
ハ
市
長
ノ
諮
問
ー
ー
應
ズ
ル
目
的
ヲ
以
テ
跛
島
市

財
源
調
査
委
員
台
（
以
下
皐
―
ー
調
査
委
員
會
卜
梱
ス
）
ヲ
設
耽
ス

・逹

•四 三、 ・ニー
ヨ ＇コル 4 3 2 1 
リ•本卜場病ケ 稲稲
十市能合氣ク従前 敷敷痘痘
日稲ハハ共ル前年ノ但へヘヲ並
以痘ザ共ノ證ノ定ヲシ年年受＝
内所ルノ他跡指期除定十ニク桧記
＝外事 毒ノ不定稲ク期歳歳べ診
居＝由由事明期痘．前ノノキ期
出於アヲ故ナ日＝ 二者者者日
ラテル具ニル＝不 年＾＾左及
ル稲トシ因未稲善 以昭昭ノ場
ベ痘キ猶 リ 成 痘 惑 内和和如所 廣
シヲハ豫指年ヲ並 二十ニシ別

受其ヲ定者受二 秤ー十 表・島、
ケノ 申期ケ猶痘犀年ノ 市
夕旨出 H ズ豫 ヲ生生通し

. II'?― 

ル居デ迄共中 受‘-・'--' リ 長

場 出ラ＝ ノノーケ第第
合ラル 稲 他衣筈ニー
ハ Jレベ痘 稲 ＊舷期期
稲ベシヲ痘 シ

虞シ‘受． z タ
llB． 叉ク 、世、 ル
ヲ桧］ レ リ 證
受診 コ 叉 ヲ
ケヲ ト ハ 有
ク受能之 、ス
ル｀クハヲ Jレ＇ 郎．：
日］レザ受 モ

"●-●.●,． 9● 9●-●  ●999. 99999● 9●9●●●●● 9●● 99●●●'●9..“●●●99 ●●贔ー・.● 9 ● 9......,•-•9999 9.. ...9••••• 9••9999•--

六六六六六六六六五五五五五五五五五五
月月月月月月月月月月月月月月月月月月・一
十十 '= = ＝ ＝ ＝. =＝＝ ＝一＿ 十七六五四三十—+++++++—-- —+九入七四写＝—+
日日日日日日日日日日日日日日日日日日,.

..........-................. _,．-......ー-....__._............ 
ハ・,、ハハハ Iヽ ハハハハハハハ五五五五五
月月月月月月月月月月月月月月月月月月
+ + ++++ +．=  ＝ ＝ ＝ 
九八七四：：：：——

十七六五四三十一十十
- - 0 , —+ ;Iし八

日日日日日日日日日日日日日日日日日

稲
痘
並
―
―
桧
診
期
日
及
場
所
（
毎
日
丑
讐
呻
）稲

痘
ヲ
受
ク
ペ
キ

モ
ノ
ノ
居
住
蓋
城

桧

診

月

日

場

所

五
月
十
三
日
矢
賀
鼠
民
學
校
矢
賀
國
民
學
督
誓
域
孟
、
甲
第
八
維

五

月

十

四

日

仁

保

同

仁

保

同

廣

島

市

財

源

調

査

委

員

會

規

則

制

定

ノ

件

猥
島
市
財
源
調
査
委
員
會
規
則
左
ノ
通
リ
定
ム

五

月

十

五

日

荒

帥

同

荒

神

同

昭
和
二
十
一
年
五
月
九
日

五

月

十

六

日

’

比

治

山

同

比

治

山

同

五

月

十

七

日

青

崎

同

背

崎

同

五
月
二
十
H

宇

品

同

宇

品

同

五

月

一

＿

十

一

日

大

河

同

大

河

同

五

月

―

-

+

＝

日

已

斐

詞

己

斐

同

五
月
＝
＋
i
-

日

耶

津

同

卒

津

同

五
月
＿
＿
十
四

H

古

田

同

古

田

洞

．
昭
和
二
十
一
年
五
月
一
日

‘
.
1
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七

同市似揺楠皆舟段白市袋第牛本三大尾
島 島那宜入原島 町二田川篠芳長

保國町 ．國保 國町 1

健
民診同同同同民 同同同同同民隣同
緊捺 學健 學保

腺校所 ， 校課 校舘，

金
四
千
十

oo

金
四
千
十
回

原

，
 

七

郎

•木

原

七

同夕各似揺楠皆舟段白大竹観牛廣三大尾江
ル麗島島那酋入原島手屋音田襴篠芝長波
モ域町町 、 ．、
•ノニ •→‘同同紳同同

千袋 ブー
同同卜同同同同

於南- 崎
田町 JI I 

テ．三同中織天
涌篠• 島町 蒔
レ．町 同同、同

歳
入
合
計
金
五
千
九
百
四
十
五
萬
六
千
九
百
九
十
二
回

ヘ

"

歳

出

舞

常

部

．

●

.

十

七

豫

備

費

金

七

萬

一

回

．
．
．
 

一

豫

備

喪

金

七

萬

一

園

・

罷
常
部
計
金
六
百
十
八
萬
一
＿
一
百
三
十
九
園

臨

時

・

部

，

．

，

ニ

教

育

費

金

九

十

九

萬

一

千

十

二

回

金
五
十
萬
六
百
十
六
回

工
業
専
門
祭
校
建
設

毀
本
年
度
支
出
額

一
四

水

道

費

．．
 

金
一
寓
二
千
九
百
五
十
一
回

二
第
四
期
水
道
披
張
喪
・
・
金
三
十
圏

本
年
炭
支
出
額

臨
時
部
計
．
金
五
千
一
＿
一
百
二
十
七
萬
六
千
六
百
五
十
＿
―
-
園

歳
出
合
計
金
五
千
九
百
四
十
五
萬
六
千
九
百
九
十
一
1
回

告
示
乙
第
一
競

昭
和
二
十
一
年
度
贋
島
市
天
満
町
外
部
落
有
財
産
歳
入
出
豫
算

．

歳

入

一

財

産

牧

入

金

百

十

oo

一

財

産

正

収

入

金

百

十

oo

歳

入

合

計

金

百

十

薗
．
．
 

歳

＼

｀

出

．

一

財

産

管

理

諸

毀

金

百

十

園

一

財

産

管

理

諸

費

金

百

十

固

歳
出
合
計
金
百
十
回

歳
入
出
差
引
礎
金
ア
レ
バ
各
積
立
金
ト
ス

．：且〖

度
島
市
告
示
甲
第
五
十
一
競

明
治
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
競
稲
痘
法
―
ー
依
リ
本
年
度
定
期
踵
痘
左
ノ
通
リ

施
行
ス
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日十二月五年一十二和昭

ニ
ー
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
_
―
―
-
1

一
税
務
課
ヨ
リ
ー

昭
和
二
十
一
年
度
分
縣
税
獨
立
税
同
附
加
税
及
市
獨
立
税
の

納
期
焚
更
に
付
て
御
知
ら
せ

一
今
回
廣
島
縣
内
政
部
長
よ
り
の
涌
牒
に
よ
り
縣
璽
蒻
中
次
の
通
り
昭
和
二
十

一
年
度
分
に
限
り
條
令
改
正
の
た
め
納
期
を
延
期
せ
ら
る
る
事
に
な
り
ま
し
た

の
で
市
税
附
加
税
も
之
に
倣
ひ
同
様
延
期
し
尚
市
の
獨
立
税
も
條
例
一
部
改
正

▲,` 

.

,

1

 

[＼ 
を
要
す
る
た
め
納
期
を
次
の
通
り
延
期
す
る
亭
に
な
り
ま
し
た
か
ら
お
知
ら
せ

弓不—

-~ 

會
計
課
配
車
係
長
ヲ
命
ズ

主

事

補

小

林

延

恩

任
廣
島
市
技
師
（
四
月
一
日
）

建
築
課
勤
務
ヲ
命
ズ

任
廣
島
市
技
師
（
五
月
．
一
日
）

給
水
課
勤
務
ヲ
命
ズ

大

原 1 ・

悦

男

松

田

窟

僻

令
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第
二
條
調
査
委
員
會
ハ
委
員
若
干
名
ヲ
以
テ
之
ヲ
組
織
ス

1

委
員
ハ
學
識
程
験
ヲ
有
ス
ル
者
一
ー
付
市
長
之
ヲ
委
嘱
ス

第
三
條
調
査
委
員
會
ー
ー
委
員
長
、
副
委
員
長
各
一
名
ヲ
置
ク

委
員
長
、
副
委
員
長
＾
委
員
ノ
互
選
ー
ー
依
ル
．

第
四
條
委
員
長
ハ
調
査
會
ヲ
代
表
シ
會
誤
ヲ
統
裁
ス

副
委
員
長
ハ
委
員
長
ヲ
輔
佐
シ
委
員
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
代
理
ス

第
五
條
調
査
委
員
會
ー
ー
闊
ス
ル
事
務
鹿
理
ノ
為
幹
事
若
干
名
ヲ
樅
ク

幹
痕
ハ
市
吏
員
中
ョ
・リ

市

長

之

ヲ

任

命

ス

・

：

｀

附

則

本
規
則
ハ
公
布
ノ
日
ョ
リ
之
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務
課
に
闘
す
る
事
務

恒
箭
課
に
雙
り
、
る
事
務
ふ

公
民
課
に
開
す
る
事
務

．
E
宏
誓
翌
閲
す
る
事
務

給
水
諜
に
闊
す
る
事
務
｀

復
典
局
に
澗
す
る
●
窃

第
二
助
役

．． 

．
 民
生
課
に
問
す
る
事
務

｝
翌
諜
に
閥
す
る
事
務"r各

3
"
r
'
 

ら

．
股
漁
諜
に
開
す

．
社
令
叫
い
に
開
す
る
事
務

作
随
諜
に
閲
す
る
事
窃

る
ホ
務

ヽ

甜
掃
諜
に
悶
す
・

~
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こ
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'

i
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-

[
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t
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ク
’
,
'
，
．

‘

昭

和

二

十

一

年

十

月

二

七

日

・
・

廣
・
・
市
報
”
•• 

臼

呵

復

活

第

八

競

犀

月

一

回

一

[
+
E
l日
．

競

行

第
二
條
総
務
課
、
‘
會
計
課
、
職
員
課
、
渉
外
課
、
財
務
課
に
厨

ず
る
事
務
及
び
應
會
又
は
市
参
事
會
提
出
案
其
の
他
重
要
な
る
贔

事
務
に
付
い
て
は
雨
助
役
が
之
を
掌
理
す
る
．
．
‘
，
'
令

第
三
條
常
寧
助
役
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
共
の
分
撥
事
務
ぱ
他
＇

の

助

役

が

之

を

虞

理

す

る

、

●

9

J

.

附

則

本

親

則

は

公

布

の

日

か

ら

之

を

絋

行

す

る

．

S

~99,

;~ 

規
則
第
二
十
二
競
．

廣
島
市
役
所
噸
窃
分
棠
規
則
改
正
に
つ
い
て
・

9:

昭
和
十

9
年
十
一
月
規
則
第
二
十
一
二
騰
廣
島
市
役
所
車
務
分
棠
規
．

i

．

澗
中
次
の
通
り
改
め
＊
る
・
・

昭
和
一
平
・
一
年
十
月
一
日

廣

島

市

混

ぷ

小

原

七

郎

"

・

第

一

條

中

．

！

”

「
総
務
課
、
庶
務
係
．
文
蒋
係
、
人
事
係
、
職
閲
原
生
色
を

「
継
喜
、
秘
弗
係
、
文
弗
係
、
考
査
係
」
に
改
め
□

』•
9
.

「
塁
塁
」
ャ
州
「
胃
課
人
事
係
｀
厄
翡
、
給
典
係
」
●
、
4

い
と
＊
＇
，

セ
加
f

祠
誓
厨
闊
且
隠
庶
侑
係
」
な

「
戸
箭
課
、
戸
絣
係
、
叫
奇
留
係
、
證
明
係
」
に
改
め
，
．
．
．
↑

「
限
務
課
、
廂
務
係
、
昴
唱
係
、
」
を

・
r

,．

d
,
1
9
,
 

砿
務
課
、
・
管
理
係
｀
序
事
係
、
体
脊
係
」
に
改
め
，
＇

祠
エ
課
、
商
舌
郎
、
配
給
係
」
を
た
・
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．掌．
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H十二月十年一十二和昭 (2) 

• • (`3) 泣八節．がi復 根 ii,' ｝沿・．．廣

「

商

工

課

、

商

政

庶

、

勧

業

係

」

に

改

め

『

一

、

林

業

―

―

閥

ス

JV

事

項

-

一
、
獣
諮
師
鉄
工
牛
馬
豚
商
．
そ
閥
ス
JV

事
項

「
IHl
李
漁
課
、
檻
産
係
、
水
産
係
」
を

「
曲
底
漁
課
、
曲
菩
地
係
、
農
水
産
係
」
に
改
め
る
一
、
屠
場
及
家
畜
市
場
―
―
閥
ス
ル
事
項
必

一
、
水
産
業
ー
—
拇
ス
J
V事
項

第
二
條
中

線
務
課
の
分
棠
事
務
中
第
十
三
腕
以
下
第
十
七
咋
加
迄
を
削
り
考
一
、
製
艇
―
『
閥
ス
ル
事
項

査
課
の
分
棠
事
務
を
加
へ
る

．

’

一

．

、

漁

業

描

―

―

閥

ス

ル

事

項

．

．，．

會
計
課
の
分
裳
事
務
中
「
一
、
職
員
/
課
税
―
ー
闊
ス
ル
事
項
」
一
、
遊
漁
―
―
閥
ス
JV

事
項
．． 

を

削

る

―

‘

璽

印

水

症

物

及

其

ノ

加

工

品

等

／

需

給

調

照

―

―

開

ス

JV

考

査

課

及

び

其

の

事

務

分

堂

を

削

り

職

員

課

を

加

へ

総

務

課

の

事

項

g

d

・

一

、

食

料

品

ノ

配

給

一

ー

闘

ス

JY

事
項

分
空
事
務
中
第
十
三
絨
乃
至
第
T

．
七
琥
及
會
計
課
Oj
分
槃
事
務

中
「
一
、
岐
員
ノ
課
慇
―
閥
ス
JV

事

項

」

を

加

へ

る

，

一

、

燃

料

ノ

配

給

二

閥

ス

JV

事

項

・

・

炭

祝

務

課

の

分

穿

事

務

中

第

一

戟

乃

至

第

三

烹

「

襄

及

税

外

一

、

副

業

―

―

閥

ス

JV

事

項

．

諸
牧
入
金
」
を
「
嘉
及
税
外
認
収
入
金
（
他
課
―
―
於
―
フ
取
扱
「
一
、
製
丞
醤
係
圃
体
及
各
種
委
員
會
一
一
脚
．
ス
嵐
項
」

”-フ

:
9」

に

改

め

る

ノ

．

．

．

 

洞
描
課
の
分
棠
事
務
中
第
一
眺
「
其
l

他
喜
」
な
「
其
ノ
他

ilf
｀
民
生
縣
の
分
然
事
務
中
「
一
、
観
光
―
―
閥
ス
JV

事
項
」
を
削
る
道
路
下
水
等
ノ
箭
描
」
に
改
め
第
三
琥
の
次
に
、

「
一
、
衛
生
特
別
地
腐
ノ
設
罹
ー
一
闘
ス
．

JV
事

項

ぃ

一
、
應
急
箭
掃
班
ノ
設
置
ー
ー
開
ス
ル
事
項
」
を
加
へ
る

商
工
課
の
分
裳
事
務
中
第
八
披
以
下
を
次
の
通
り
改
め
る

ー

、

附

．

則

椋
ー
一
企
業
許
可
―
―
闘
ス
ル
事
項

•
本
規
則
は
公
布
の
日
か
ら
之
●
施
行
す
る

-
.
、
金
額
―
―
闘
ス
ル
事
項

-
）
債
格
―
ー
闘
ス
｀
JV

事
項

．

．
 

‘ヽ

一
、
繊
維
製
品
其
ノ
他
日
用
品
雅
貨
類
ノ
配
給
―
ー
闘
ス
JV

事

・

規

則

第

二

十

＿

＿

＿

琥

、

・

項

‘

廣

島

市

復

製

局

事

務

分

掌

規

則

改

正

に

つ

い

て

[

昭
和
二
十
一
年
一
月
規
則
第
二
琥
廣
島
市
複
典
局
事
務
分
掌
規
則

市

次

の

通

り

殴

誓

．

．

＼

1

い
観
光
ー
ー
闘
ス
ル
事
項
」
．

i

.

i

昭
和
一
平
・
一
・
年
十
月
一
日

復
盛
漁
課
の
分
掌
事
務
を
次
の
通
り
改
め
、
る

＇ 
T
 

t
.

「
一
、
誤
雖
調
整
—
—
闘
ス
空
嬰
項
ー

．

．

．

 

亀．

廣

島

市

長

・

木

原

玉

郎

第八
．
一
、
盤
作
物
自
給
―
―
閥
ス
JV

事

項

ー

-

第

一

條

中

、

「
及
部
課
係
↑
位
「
及
課
係
」
に
改
め
「
廊
務
部
、
庶
務
課
、
庶
一

禁
一
、
移
植
民
―
―
閥
ス
JV

罪
項
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n十二月十年一十二和昭
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廣

島

市

長

木

第
一
條
中
「
咬
材
課
、
庶
務
係
、
購
買
孫
」
を
．

「
紐
狸
課
、
庶
務
係
、
材
料
係
」
に
改
め
る

第
二
條
中
局
品
室
企
択
科
分
棠
事
務
中

「
一
．
、
共
ノ
他
肋
内
庶
務
ー
ー
開
久
ル
事
項
」
を
削
る

'
「
府
材
課
」
を
「
経
狸
課
」
に
辿
5
5
二
回
課
分
掌
叩
検
羹
の
誦

，
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務

係

、

縄

理

係

」

及

「

建

討

部

』

の

父

字

を

削

る

叫

誓

了

．

’

ふ．．．．．
t
9
-
r
,

：
局
内
法
規
ー
一
闘
．
ス
JV

事
項
●
疇
．
．
，

．．． 

第
二
條
中
ぃ
．
＂
9バ
｀
•
｝

J
.
.

，

.•`• 

企
驚
科
の
分
棠
事
務
第
一
琥
中
「
各
部
科
課
」
を
「
各
秤
課
」
二
、
局
内
豫
算
絹
戒
及
差
引
一
一
腸
ス
だ
事
項

ズ
他
課
．
1
-

属
セ
・
ザ
JV

財
産
管
理
．
一
一
闘
・
ス
JV

事
項

に
改
め
末
琥
に
’
.
.
.

•
｀
ー
．

5
□
・
一
、
材
料
品
ノ
購
入
保
管
出
納
ー
ー
闘
・
ス

J
V事
項

:
-
~
「
一
、
＿
其
他
局
内
庶
務
．
―
-
闊
ス
JV
軍
事
項
」
を
加
へ
吝

・

ニ
、
‘
'
材
料
品
ノ
彿
下
聘
用
諸
手
績
—
盃
？

J
V祁
項
．
．

r'

「
庶
務
部
」
の
・
文
宇
、
庶
務
課
及
其
分
裳
事
務
を
削
る
、

•J‘ 

一
、
材
料
品
ノ
申
睛
—
孟
腕
スJV事
項

t
9

・
「
建
設
部
」
．
．
の
文
字
を
削
り
建
築
課
の
分
棠
事
務
第
一
＿
蘊
中
「

.
'
,
．
て
局
内
庶
務
―
―
開
．
ス
ル
事
項

、
他
部
課
」
を
「
他
課
」
に
改
め
る
．
『

P

．． 
_• 

一
月

第

三

條

中

．

9

/

＿E

．
附
ヽ
疇

・
・
「
部
に
部
長
」
を
削
ぶ
。
、
•
•
本
規
則
は
公
布
ー
の
日
か
ら
之
を
施
行
す
る
．
奪

示
・

第
四
條
中

告

「

部

長

」

を

削

る

｀

・

い
＝
＋
□
/
□1□
/
I
I

」I
I
Iー
[
〗
[
国
汀

□
[
:
の
通

唇
島
市
復
典
局
事
務
分
棠
規
則
中
改
正
に
つ
い
て
昭
和
一
平
・
一
年
十
月
一
日

9
‘
•

．

廣

島

市

屁

木

原

、

七

郎

昭

和

二

十

一

年

一

月

規

則

第

二

猿

廣

島

市

復

典

局

規

則

中

次

の

瀧

．

り

改

め

る

．

別

表

第

二

琥

．

昭

和

一

平

一
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十

月

七

日
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市
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宅
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用

料
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附
‘
則
｀
・
’

t,4 

了
ー
（
本
細
則
は
昭
和
二
十
／
1

年
六
月
一
日
か
ら
之
を
適
用
す
る

一
喋
廣
島
市
告
ー
ホ
甲
第
八
八
親
．
．

・
手1_-

．
聯
合
町
内
會
監
城
髪
更
に
つ
い
て
9

.

I
;
 

t

廣
島
市
古
田
町
田
方
組
町
内
會
は
今
般
草
禅
聯
合
町
内
會
が
ち
古

一
年
田
聯
合
町
内
會
に
所
屈
廣
域
を
塾
夏
し
た

一
月
昭
和
―
-
+

•一
年
十
月
十
五
日
．

＋
 

廣
島
市
長

、

-l
十日炭北

9r
 

市
一役

一
ー
・

祈
民
生
課
よ
り

第
一
ー
本
市
へ
の
朝
入
抑
制
期
間
ば
七
一
月
の
末
日
迄
延
期
せ
ら
れ

』`
ま
し
た
か
ら
従
前
迪
り
町
内
會
長
各
位
の
御
協
力
を
願
ひ
ま

i,

-

「

故

紙

回

牧

用

紙

引

換

へ

を

宜

旅

し

ま

す

・

皇

戟

故
紙
の
種
類
は
和
洋
故
紙
、
故
芥
箭
、
揺
冊
．
数
料
瑚
雑
誌

官
報
、
莉
叫
、
其
の
他
製
紙
原
料
と
し
て
鉗
す
る
も
の
．

r

、

.

.

 

.

.

9. ．
 

•. 
,．
 

.• 

-

＇ 

•. ―――― 

ヽ
ヽ

／
令

――――――●

-
1
-―
―
―
-

.
 

•• 

職

貝

課

長

二

十

月

一

日

）

主

問

田

’

｛

す

4

戸

師

課

長

-

-

（

同

）

同

尾

森

唯

男

]

誓

悶

祠

、

．

）

．

同

‘

'

酒

井

`

t

.

i

碑

｀

1

-

i

‘

．

名

．

．

栃

↑

正

之

[

.

民

生

課

長

．

G

I

n

J

)

こ同

”

d

 

土
地
課
長
事
務
取
扱
盆
四
．
．
）
・
理
事
．
長
ょ
，
島
・
4

●
●
'
紘
ー

．

咬

材

課

長

（

同

．

肴

．

）

主

事

小

野

i

．勝

塁

闊

勤

務

扉

．

）

●

●

技

師

：

園

、

・

田

．

齊

．

9

)
、
•
主
呵
迫
．
、
•
国
周
・
作
‘
.
.

ノ`

線
務
諜
次
蹄
｀

y

（

lnJご

．
 

．．
 

）

付

．
．
 

一
田
．
ー
．
．
中
睦
[
三

税

務

課

次

席

・

・

ulnl.9,

r9

『
寸
ど
紘
．．
 
夫
｀
．

筏
典
厨
長
第
抑
務
．

r

．

祠

）

詞

・

ポ

・

一

．
茂
[
[

・祠．．．
．．
＇
）
＇
．
同
鈴
｀
木

同

橋

，

重

．

雄

．

）
•
主
腐
今
．

..-（屈・

鎚
喜
喜
賃

茄
商
・
義
．．
 

高
~
•
一

）
詞
：
・

．
 

］
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尚
ほ
不
具
阪
疾
に
じ
て
生
活
資
料
を
得
る
の
途
な
’
し
且
之
を
扶
｀

．ヽ
ノぷ

・
一
救
同
貯
寄
運
勁
の
一
翠
と
し
て
生
産
培
強
資
金
並
に
戦
災
復
典
資
養
す
る
者
な
翌
事
を
條
件
と
す
る
扶
助
料
受
給
者
は
右
の
外
條

金
を
賄
ふ
た
咲
町
本
勤
業
銀
行
夜
行
の
第
一
犀
「
究
券
」
の
消
化
．
件
の
證
翠
の
有
無
に
閥
す
る
居
住
地
の
市
蹂
町
村
長
の
瞭
明
啓
．

•
以
上
の
宴
類
をm
＠
砂
の
暇
に
爾
ね
綴h
て
提
出
の
こ
と

り
左
記
の
通
り
賀
施

昭

ヽ

利＿
＇運
動
を
各
町
内
會
長
杏
年
聯
盟
の
協
力
に
よ

、
十
す
る
、
．
此
の
齊
券
は
一
枚
百

OO
匹
十
、
グ
月
間
駐
七
回
抽
穀
が
あ
り
四
、
9
・
提
出
す
べ
き
年
月
．

二

に
璽
複
常
頸
も
‘
t
恩
給
を
受
＜
る
本
人
は
昭
和
の
奇
数
年
に
於
け
る
十
月
中
・

1

際
月
奨
金
抽
艤
兼
品
抽
穀
及
び
瀦
期
奨
金
抽
蔽
共

F
 

.

9

4

`

.

,

3

g

．

．
．

．
．

，・

2
．
扶
助
料
を
受
く
る
選
族
は
昭
和
の
偶
敷
年
に
於
け
る
四
月
中

．

．
 

一

•
＼
尋

t

+

認
め
ら
れ
る

3
昭
和
二
十
一
年
度
に
艮
h
ロ
ー
．
の
該
営
者
は
十
一
月
中
に
提
出

．．． 

ゎ

一

)
・
・

・
一
月

，．
＼〗
記
ヽ
・
・
一
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．
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1
、
本
月
一
＿
十
五
日
迄
民
生
課
に
於
で
購
入
申
込
取
扱
中

．
．

．

の

こ

と

・

9

•. 

ィ
一
、
各
町
内
會
職
域
に
於
て
ば
右
期
日
ま
で
に
購
入
数
の
取
颯
め

4.
、
此
時
期
が
證
害
の
日
附
の
翌
凡
か
ら
敷
へ
て
昭
和
二
十
・
一
年

H
 

・
十
月
末
日
迄
に
十
二
月
以
内
の
場
合
は
書
類
の
提
出
を
要
せ

t
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•
• 

A
.
 

ー

．．
 

を
依
頼
す
る

j
 

1

、
本
月
末
迄
現
物
を
現
金
引
換
へ
に
送
附
す
る

i

．．

．．
ふ
’

’
`

'

．

'
（
昭
和
二
十
一
年
二
月
一
日
附
の
勅
令
に
よ
り
恩
給
改
定
を
受
．
，
．
．

．

Lぽ

•
9

総
務
課

F
.
‘〗

.
9
．
リ
恩
給
受
給
樺
調
査
に
つ
い
て
け
た
者
は
翌
證
害
の
日
附
か
ら
起
算
す
る

、
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五
＼
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書
類
の
送
り
先
．
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に
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で

縣

か
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．

通

り

通

牒

が

あ

っ

た

か

ら

該

営

者

¢

.

ヽ

｀
I
．
文
官
受
給
者
は
廣
島
縣
内
務
部
人
事
課
宛

ー，＇

ド
は
届
洩
れ
の
な
い
や
う
に
さ
れ
た
い
｀

-,＇ 

令

、
`
,
2
殺
育
職
員
受
給
者
ば
．
廣
島
縣
教
育
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生
部
學
校
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育
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宛
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＂十二月二十 4ドー十二利昭―.-；

こ
A

に
終
戦
後
第
一
＿
回
目
の
新
春
を
迎
（
本
紙
を
通
じ
て
恒
例
の
賀
岡
を
巾
し
上
げ

ま
十
と
共
に
、
過
去
一
ケ
年
間
漑
愛
な
る
市
民
賭
君
が
炭
墟
と
化
し
た
デ
ル
ク
の
上
に

沢
然
遮
つ
て
忽
ぴ
雅
き
を
忍
ぴ
耐
え
雛
き
に
耐
え
新

H
本
の
建
設
に
郷
士
復
典
の
た
め

に
一
路
謂
進
せ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
到
し
滴
腟
の
敬
窓
と
謝
窓
を
表
す
る
も
の
で
あ
リ

ま
す
。思

へ
ば
昭
利
二
十
一
年
は
煎
に
多
事
多
端
の
年
で
あ
り
ま
し
た
、
悲
談
的
回
顧
は
さ

て
お
き
、
同
民
は
日
に
月
に
深
刻
化
す
る
イ
ン
フ
レ
の
波
浪
を
押
し
切
リ
、
幾
度
か
叫

ば
れ
た
企
慨
危
横
た
突
破
し
其
間
に
は
蹄
選
を
加
（
た
る
胴
間
的
な
衆
談
院
議
貝
の
趙

咽
湛
に
臨
み
更
に
菊
花
蒋
る
明
治
の
佳
節
に
は
民
主
、
平
和
を
根
本
疎
念
と
せ
る
改
正

．
邸
法
公
布
の
立
＂
ぴ
を
迎
へ
た
の
で
あ
リ
ま
す
。

・

・

9

今
＂
本
は
古
い
ぽ
こ
ろ
び
た
る
衣
な
一
枚
々
々
脱
ぎ
す
て
新
し
い
衣
杵
（
を
な
し
つ

ヽ
あ
り
ま
す
、
我
々
が
紅
培
密
接
に
隅
保
を
も
っ
皿
方
自
泊
制
度
も
改
正
憲
法
の
精
神

に
の
つ
と
11
泥
く
恨
本
的
改
正
が
行
は
れ
や
う
と
し
て
を
り
ま
ナ
、
こ
れ
か
ら
の
我
々

の
荏
任
と
化
命
ば
ボ
大
で
あ
り
ま
す
、
新
し
い
布
袋
に
ぱ
新
し
い
洒
を
峨
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
、
乏
し
い

111ら
も
泥
給
の
収
蘇
に
腹
巾
の
対
建
思
想
ヤ
保
守
軍
阿
の
歿
悴

か
洗
い
泣
し
て
改
正
茫
法
の
志
向
す
る
新
し
い
因
家
の
一
且
と
し
て
恥
し
か
ら
ぬ
文
化

？
＂
り
祢
い
孜
咬
情
作
キ
．
打
に
つ
け

E
m社
合
に
睛
れ
て
祈
動
川
来
る

H
に
冊
（
ね
ば

な

n
ま
せ
ん
、
特
に
屈
子
煤
内
に

K
I
J
.
＿
梵
批
界
的
祁
市
と
な
っ
た
廣
島
の
汗
々
市
民

こ
そ
そ
の
バ
イ
＊
—
-
ア
と
し
ャ
．
最

t

祁
さ
訓
想
と
ほ
こ
l
J
を
も
つ
て
朽
カ
ナ
ペ
さ
で
あ

る
と
は
じ
＊
—
+
。

閃
宋
的
に
ば
平
引
令
滉
、
屈
代
の
決
定
中
に
よ
＂
符
末
の
凡
透
し
も
つ
く
仄
面
、
イ

ン
フ
レ
の
昂
上
生
成
の
没
退
”
ど
に
よ
る
代
泊
＿
＿
＿
月
危
摂
説
も
と
な
え
浙
し
い
年
も
い
ば

ら
の
玲
で
あ
り
主
す
ヤ
う
。

廣

堕

市

長

木

原

七

郎

年

頭

の

辞

.;’
,し-..9,

腰
島
市
條
例
第
一
＿
琥

廣
ぬ
市
合
の
畷
決
を
細
廣
粘
縣
知
市
の
許
可
を
得
て
昭
和
五
年
＿
＿
一
月
條
例
第
一
競
廣
ぬ

市
名
春
讃
貝
我
川
歴
償
條
例
の
一
部
ヤ
次
の
ヤ
う
に
改
正
す
る
．

昭

和

二

十

一

年

十

二

月

十

五

日

・

廣

肋

市

丑

＊

原

・

七

郎

廣

島

市

我

m
耕

償

條

例

＇

ぽ
翌
「
廣
島
市
牝

m茄
償
條
岡
」
に
改
め
る
｀

第
一
條
の
巾
に
「
名
九
職

m」
と
あ
る
の
を
「

iii合
滞

"I、
市
忠
事

t
m、
各
種
委
＂

各
利
洞
県
―
ー
於
ケ
ル
選
犀
必
、
開
某
行
列
祈
、
投
班
益
脊
遼
限
立
令
人
、
関
洪
立

令
人
及
投
煤
立
令
人
」
に
‘
改
め
る

第
二
條
の

9を
次
の
ヤ
う
に
改
め
る年

枡
―
―
千
四
可
~
回

市
令
隅

H

.
j
t
i令
滋

丑

年

111

千

ー

ー

百

四

・

"iii令
別

閑

北

年

訊

六

訂

日

粛

幕

令

tl
．

年

机

六

可

団

llf令
磁

tl遼
叩

仔

悶

U

年

訊

ー

ー

千

四

W
四

．

．

序
紡
布

Ll

年

訊

六

r
f
n

第
一
＿
＿
“
ぢ
巾
に
「

W
令
閑
い
氾
屈
二
於
ヶ
と
熙
m立
9
人
及
拉

m立
9
人
j

と
あ
る
の

條

例
．．
 

Lノ

地
方
的
に
は
原
子
の
咸
力

F
t
J
J有
史
未
曾
有
の
恰
害
を
か
う
む
リ
枇
界
注
蔵
の
焦

諧
と
な
っ
て
復
興
を
は
か
る
ぺ
ぎ
廣
島
だ
け
に
苦
雖
の
度
も
は
げ
し
く
賭
君
の
御
苦
芳

も
察
し
て
餘
lJ
ぁ
る
も
の
が
あ
り
k

ま
す
が
市
民
の
一
人
々
々
が
自
ら
の
力
を
最
大
限
に

痰
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
道
は
自
ら
拓
．
け
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
ひ
ま
せ
ん
。

自
ら
泊
め
る
梢
神
に
則
ル
瑯
土
復
興
大
に
し
て
は
民
主
的
平
利
日
本
建
設
と
云
ふ
一

大
金
字
塔
を
栂
立
す
ぺ
く
市
民
諸
君
の
一
府
の
御
席
問
を
熱
望
し
て
や
か
ま
せ
ん
。

＝
復
第
．＋
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逢

」

念
提
仕
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ゴ
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,

雇
病
手
常
の
受
給
者
は
戸
縣
抄
本
．

A

、月

砂
普
並
恩
給
増
加
恩
給
叉

r
受
給
樅
調
潅
湖
~
日
昭
和
ー
！

•
,
i
l

り
ヽ
．

F

，
．,
t

一

ー

•••• 

,
.
！
，
'
,
‘
、

叉
ぱ
戸
藉
記
載
事
項
證
阻
襲
扶
助
聾
受
給
者
は
戸
籍
謄
本
一
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,
．
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目
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9
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年渓

在



- t 

ヽ

贋
市
條
例
第
八
琥

｀
 

喜

市

合

の

翡

轟

て

昭

利

四

年

八

月

麿

ilj翡
羹

詈

蓋

醤

屈

翡

盈
．
数
料
條
例
の
一
祁
な
次
の
や
う
に
改
正
す
•

悶

柔

一

印

―

-
J
J
-
H

•

. • 
、

1
"

ヒ

'

’
月

問
ilf
必

ォ

h

第一
I

化
パ
第

i

設
の
巾
に
「
点
錢
」
と
あ
る
の
な
「
t
5
団
」
に
改
め
「
翌
回
」
と
あ
る
の

を
豆
料
」
に
改
め
「
互
拾
匁
」
と
あ
る
の
を
「
拾
2119ー
に
改
め
―
く
の
次
に
「
菜

frt-

＂

念

晶

歴

」

を

加

へ

笹

五

の

11
診
應

It

料
云
吝
包
と
あ
る
の
を
「
奴
皿

竺

，

以

と

に

改

め

沿

lgJ
北
＂
料
「
妥
＂
き
と
あ
る
の
を
一
笠
闘
以
し
ふ
」
に
改
め
ぬ
案
雷
＂
料

（
．
「
多
拾

tt」
と
あ
る
の
か
「
爪
皿
以
上
」
に
改
め
る

!7,l -t ・第祈也

9
・

）
を
「
各
耗
選
埠
一
一
於
ケ
ル
速
溺
長
、
開
深
5
は
翌
窄
、
投
梨
iIi
罪
者
．

⑰

翌

汝

2

人
及
投
梨
立
令
＂
人
」
に
改
め
る

第
四
條
年
額
＾
十
二
分
シ
賞
月
分
ヲ
共
ノ
翌
月
上
位
―
支
給
ス
、
・
但
シ
自
己
ノ
故
駆

l
暉
―
ー
依
リ
共
ノ
月
間
全
ク
出
務
セ
ザ
ル
者
ハ
共
ノ
月
分
ハ
之
ヲ
支
給
七
ズ

．
—

―
-

H
割
＾
共
ノ
出
務
ノ
日
数
ー
ー
息
ツ
之
ヲ
支
給
ス

手十

第

六

誓

芭

七

條

の

中

に

「

名

径

緊

員

」

と

あ

る

の

を

「

翡

贋

、

市

爵

賃

及

．l

各
釉
委
員
」
に
改
め
る

f

.

りー・

勾

t

j
 

，
 ＂し

之
ヲ
旋
行
ス
、
旬
シ
第
二
條
第
一
謡
乃
至
第
四
披
及
第
六
鼓
，

十一
一
本
條
例
{
公
布
ノ

H

ヨ，

月
ノ
年
額
―
―
在
リ
テ
＾
昭
和
二
十
一
年
匹
月
ョ
リ
第
五
品
ノ
鉛
五
盤
ノ
年
四
―
在
以
テ
ー
一

昭
和
―
―
十
一
年
・
T
'

月
ョ
リ
之
ヲ
支
給
ス

二

．

匿
島
市
條
例
第
六
琥

T
 

,1

,
 

f
 

胆
島
汁
條
例
を
一
琥

．
9

．

i

揺
島
市
合
の
談
決
を
紐
て
昭
和
十
―
―
―
竺
一
月
脳
島
市
條
例
第
三
敗
殷
屈
市
火
非
檻
使
JU

脱
杜
w合
の
談
決
を
却
て
昭
利
ニ
・
年
―
―
一
月
屈
島
市
條
例
鉛
五
娯
収
入
金
布
促
手
数
色
條
例
の
一
部
を
次
の
や
う
に
改
正
す
る

脳

．

徴

牧

條

例

の

一

部

を

次

の

や

う

に

改

正

す

る

一

昭

和

―

―

十

一

年

十

一

月

二

十

一

H

~

-S̀
 

廣

島

市

長

＊

屈

、

．
昭
和
二

4
・
一
年
十
i
•月二
十
五
H

似
励
市
位
＊
原
七

~

第
三
條
第
一
誤
を
次
の
や
う
に
改
め
る

9

．ヅ．
｝

脳

島

lli収
入
金
督
促
手
数
柄
徴
敗
條
例

一

「
一
、
市
替
向
西
舘
火
非
楊

．

芭
一
條
の

1
に
「
金
歩
拾
鋭
」
と
あ
る
の
を
「
金
笠
脳
」
に
改
め
る

[
.

9

火

葬

場

一

死

体

ー

百

岡

以

内

．

⇔

齋

楊

一

回

拾

五

闘

以

内

‘

こ

．

．．
 
節

島

市

長

ォ

原

七

回

筏

座

法

亦

党

一

回

拾

五

皿

以

内

L
 

．

附

．

J

t

l

lj ＂パ

こ
の
條
例
は
公
布
の

H
か
ら
こ
れ
を
施
行
す
る

-

9

附

i

．こ
の
作
例
は
公
布
の

H
か
ら
こ
れ
を
施
行
す
る

厩
島
市
條
例
第
四
跛

．

脳
励
・
市
合
の
詔
決
を
細
て
大
正
八
年
三
月
脳
凡
市
條
例
第
二
披
脳
島
市
即
叫
及
閲
党
手
l

蕨
島
市
條
例
第
七
琥

ー

殷
島
市
合
の
駁
決
を
籾
て
大
正
七
年
八
月
即
島
市
條
例
第
四
雛
殷
恥
市
泳
逍
使
川
條
例

i

一

数
料
條
例
の
一
部
を
次
の
や
う
に
改
正
す
る

＇

／
 

一

昭
和
二
十
一
年
十
l
月
二
十
五
H

~

の
．
一
部
を
次
の
や
う
に
改
正
す
る

i
 

j
ー

、

“

(

；

一

廣

島

市

長

＊

屈

七

g

"

昭
利
二
十

l年
+-l
．
片
ー
―
千
'-l.H

七

郎

'

腋

島

市

長

木

原

殷
島
市
證
明
及
脚
党
手
数
料
條
例

復
竺
條
の
中
に
「
参
拾
錢
」
と
あ
る
の
を
「
登
闘
」
に
改
め
「
拾
五
錢
」
と
あ
る
の
を

．

．

 

炭

乱

市

水

逍

使

用

條

例

．

`

．

一

祈
「
五
拾
錢
」
に
改
め
る

、

第

六

條

の

中

に

「

，

拾

武

回

」

と

あ

る

の

を

「

武

拾

臥

」

に

改

め

る

．

節

善

一

條

の

巾

に

「

歩

翡

錢

」

と

あ

る

の

を

一

「

登

巴

に

改

め

る

第

一

二

十

三

條

第

一

懇

い

の

中

に

「

森

抑

」

と

あ

る

の

を

「

五

囮

」

に

改

め

「

武

拾

錢

」

一

と
あ
る
の
を
・「
五
拾
錢
」
に
改
め
「
八
拾
錢
」
が
？
る
の
を
「
四
趾
」
に
改
め
邸
の

i

llJ 

廿

"
,
‘
,
 

ぃ

巾
に
「
歩
拾
低
守
と
お
る
の
を
「
お
平
回
」
に
改
め

i

「
武
拾
錢
1

と
あ
る
の
を
「
五
拾

i

•
山
＇

蹴
こ
の
條
例
は
公
布
の

H
か
ら
こ
れ
を
並
行
す
る

・

•

. 
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；＇ノ

一

図
—

i
:
l
k

"

ハ

昭

l

錢
」
に
改
め
⇔
の
巾
に
「
六
拾
町
」
と
あ
る
の
を
「
武
岡
五
拾
錢
」
に
改
め
同
條
・
一
し

―

.

.
J

＂ 

f
9

第
三
雖
臀
中
に
「
畠
」
と
あ
る
の
を
「
五
随
」
に
改
め
．「

拾
錢
」
と
あ
る
の
を
こ
の
條
例
は
公
布
の

H
か
ら
こ
れ
を
施
行
す
る

，

「
四
拾
錢
」
に
改
め
「
八
錢
J

と
あ
る
の
キ
「
参
拾
錢
」
に
改
め
「
六
錢
」
と
あ
る
の

'.

9

,

.

．

~
ィ

十`一
を
「
成
拾
錢
」
に
改
め
⑬
の
中
に
「
六
回
」
と
あ
る
の
を
「
拾
五
闘
」
に
改
め
「
六
．
腰
島
市
條
例
第
九
競

f. 

唇

市

合

の

議

決

を

網

岡

醤

盟

の

許

可

を

得

て

良

囁

翡

蒻

翡

を

次

の

栄

＿

9

．
錢
」
と
あ
る
の
を
「
拾
五
錢
」
に
改
め

0
の
巾
に
「
式
拾
錢
」
と
あ
る
の
を
「
五
拾

―

ー

錢

」

に

改

め

⇔

の

111
に
「
芯
品
開
拾
錢
」
と
あ
る
の
を
「
五
闘
]
に
改
め
「
参
拾
錢
」
に
定
め
る

i

十

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
十
五

H

.

.

月
と
あ
る
の
を
「
笠
回
」
に
改
め
⑮
の
中
に
「
歩
闘
」
と
あ
る
の
を
「
拾
五
巴
に
改
め

「

六

拾

錢

」

と

あ

る

の

を

「

参

闘

」

に

改

め

「

付

」

を

削

り

同

條

第

四

猿

の

中

に

「

姿

一

二

廣

島

市

此

七

＂
回
五
拾
錢
」
と
あ
る
の
を
「
五
回
」
に
改
め
る

．

ー

、

十
•
•
第
三
十
五
條
の
巾
に
「
二
期
」
と
あ
る
の
を
＇
「
四
期
」
に
改
め

・

・
「
第
ご
叫

{111
四
月
ご
梨
茄
月
三
十
日
）

．

．

．

．

第
二
期
（
自
十
月
一
日
至
三
月
三
十
・
一
日
）
」
と
あ
る
の
を
・

「
第
一
期

e"四
月

一

日

翌

ハ

月

三

十

日

）

．

．

t

•

第
二
期
（
自
七
月
一
日
至
九
月
三
卜
日
）

俎
'

ー

・

第

一

扉

（

n
+月
一

H
至
十
二
月
三
十

l"）
.

.

.•

• 

第
四
期
（
日
一
月
一

H
至
三
月
三
十
一
日
）
．
に
改
め
る

．

I

9
.リi

第
三
十
六
條
の
中
に
冠
炊
」
と
あ
る
の
を
「
蔦
」
に
改
め
る

・

第
四
十
條
の
巾
に
「
翡
」
と
あ
る
の
を
「
靡
醤
」

、に
改
め
る

・

・

亡
十
四
條
「
本
條
鱈
は
昭
竺
一
這
年
よ
り
之
を
雄
行
す
」
と
あ
る
の
を
「
こ
の
條
例

報
一
醤
fll-
―
十
一
年
十
月
よ
リ
こ
れ
を
適
JlJ
す
る
應
公
布
前
の
納
付
手
数
料
に
つ
い

て
ば
こ
れ
を
府
減
し
な
い
」
ょ
に
改
め
る

一
第
三
十
七
條
は
削
除
す
る
，

邪 市

9 , 

： ． 
i 

I 

ヽ

郎 閑

選
岸
立
企
3

人
、
開

"

脳

島

市

史

貝

給

料

條

例

第
一
條
器
貝
の
腐
料
は
月
俸
と
し
そ
の
頷
は
別
表
⇔
及
び
⇔
に
よ
る
、
但
し
特
別
の

叩
川
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
欲
分
の
間
別
表
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
川
来
る

第
二
條
月
作
は
賞
月
分
を
楳
月
―

-
+
-
H
に
支
給
す
る
、
但
し
災
年
2

そ
の
他
特
別
の

事
怖
が
あ
る
哭
＂
ば
そ
の
後
竺
ニ
ヶ
月
分
以
内
を
前
渡
支
給
す
る
こ
と
が
出
来
る

翌

‘
J
a
作
、
退
職
ザ
布
し
く
は
死
亡
し
た
者
の
給
料
又
ぱ
緊
恐
匹
翠
が
生
じ
た
場

合
ぱ
洵
項
の
哨

H
に
か
A

は
ら
ず
こ
れ
を
支
給
す
る
響

．

．

第
三
條
祈
任
登
芭
月
分
の
恰
料
ぱ
疲
令
の
翌
＂
よ
リ
＂
削
ク
―
以
て
こ
れ
を
支
給
す
る

但
し
法
令
そ
の
他
に
特
別
の
定
の
あ
る
も
の
は
こ
の
限
り
で
な
い

第
四
條
退
磁
寺
？
屑
嘉
月
分
を
支
給
す
る
、
阻
し
ャ
雷
容
蛾
の
に
●
咬
ハ
ナ
孟ー

由
に

K
つ
て
そ
の
職
を
免

P
ら
れ
た
名
に
到
し
て
は
そ
の
賞
＂
迄
＂
割
を
以
て
こ

妥

給

す

る

．

一

、

侶

痰

腐

萎

除

さ

靡

の

た

め

rJI
閏
―
ー
内
＂
以
上
執
祈
し
な
か
っ
た
と
き

二

"iii史
[
n
t

の
＇
体
面
を
汚
し
父
ば

""JIJ
ケ
失
ふ
行

C
が
あ
っ
た
と
き

三
、
議
務
に
迩
打
し
そ
の
他
不
陥
＾
＂
な
行

CJ
が
あ
っ
た
と
さ
．

．

 

四
、
市
翌
空
・
日
七
十
條
に
と
り
懲
戒
屯
分
を
受
け
た
と
さ

＇

翌

條

迎

闊

宛

と

し

た

・

朴

え

料

は

賞

JJ
分
・
ぞ
委
近
族
に
支
給
す
る
・

泊
項
？
迂
族
及
び
そ
の
団
位
は
洪
2
市
打
玲
火

U
退
四
”
、
俎
尺
砒
＾
金
、
逍
族
扶

叫
粁
及
び
を
」
給
哭
森
例
”
例
に
よ
る

、•

應
ハ
作
舟
作
．
減
作
は
伐
＾
＂
の
況

11
か
し

f
l
m
?
]
以
て
こ
れ
を
支
玲
す
ノ
J

•
第
七
作
刹
れ
欠
判
九
十
＂
ル
迅
一
，
ぶ
＂
人

I
9払
巾
”
た
め
欠
勁
ー
芋
＂
を
迅
へ
る
省

？
尻
＂
は
そ
の
十
分

e
五
に
川
償
す
し
訊
＇
ふ
緊
＇
る
．

tll
し
公
板
に
川
る

iU机
択
刹

の
た
め
べ
は
成
ぶ
の
た
＂
心
の
欠

．闊
i
-
＿
の
出
I
J
.、
は
な
い

第
八
條
＂
叫
作
に
設
賞
す
る

t
"
坦
珠
な
し
く
は
庇
と
怠
哭
"
?
-
の
作
侶
第
四
條
及
び

第
五
作
の
沿
川
に
つ
い
て

μ
m代
に
と
つ
て
支
給
を
[y
け
る
袷
＂
訊
を
祁
況
と
ナ
乙

＊ 

-゚`屈

七

廣
島
市
伽
例
第
五
堕

．

阪
島
市
合
の
議
決
を
細
て
昭
利
十
五
年
十
月
厳
島
市
保
例
第
七
臨
痰
島
市
笠
札
手
数
料

條
例
の
一
部
を
次
の
や
ら
に
改
正
す
る

＇
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
二
十
五

H

ヽ

痰

島

市

長

・

木

原

七

郎

巖
島
市
鑑
札
手
数
知
~
條
例
．

第
二
靡
誓
中
に
「
充
拾
錢
」
と
あ
る
P
を
「
責
」
に
第
二
投
の
中
に
「
多
拍
銭
」

と
あ
る
の
を
「
式
闘
」
に
改
め
る

則

麻＂

こ
の
條
例
は
公
布
の
日
か
ら
こ
れ
を
加
行
す
る
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十
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炭
応
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第
四
毀
炭
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印
生
試

験
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改
朽
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）
第
九
條
．
退
職
者
に
剪
し
て
は
そ
の
休
戟
期
間
中
は
給
料
の
三
分
の
二
た
減
じ
た
も
の

び
．
一
を
支
給
す
る
｀
但
し
刑
燐
件
に
賊
し
て
起
訴
心
ら
れ
た
4

め
休
芦
名
命
じ
た
者
g

は
給
料
を
支
給
し
な
い

利

第

十

條

退

戟

者

事

務

引

懇

布

し

i
は
残
務
喜
の
た
め
特
に
介
を
受
け
#
}
務
に
従
事

昭二
す
る
拗
合
は
前
職
の
給
料
額
に
よ
っ
て

H
割
を
も
つ
て
支
給
す
る

十

｀

懇

一

條

給

料

の

息

在

錢

位

に

止

め

H
翌

鈴

は

そ

の

現

H
数
に
よ
る

・

"""• 
nハ

t
 

l
 

＂ 

ザ

第

十

二

條

こ

の

條

例

は

公

布

の

H
か
ら
こ
●
を
施
行
し
昭
和
二
十
一
年
七
月
一

H
に

―
―
迎
つ
て
こ
れ
を
迦
川
す
る
、
但
し
第
四
條
及
び
か
か

・六
條
に
規
定
す
る

H
割
計
笏
は
公

布
の

H
か
ら
こ
れ
を
糾
川
す
る

月

節
十
三
條
脳
岱
市
史
貝
給
柄
規
期
は
こ
の
條
例
迎
川
の
日
か
ら
こ
れ
を
疫
止
す
る

二4
、H

佑
責
條
ヽ
昭
利
二
十
一
年
七
月
言
日
に
お
い
て
現
に
吏
只
で
あ
っ
た
者
が
こ
の
條
例

の
規
定
に
よ
っ
羹
＜
べ
き
域
絵
に
脳
し
て
必
要
な
邪
項
は
別
に
市
・
が
こ
れ
を
定

め
る

＊

第
羞
條
昭
和
ー
—
+
]
年
七
月
l
H
に
お
芝
内
地
（
棒
太
を
除
く
以
下
同
じ
）
外

に
あ
る
吏
員
の
給
料
の
額
は
こ
の
條
例
に
か
ゞ
は
、
や
す
そ
の
者
の
内
地
蹄
坦
ま
で
の

間
は
そ
の
者
が
同

H
に
お
い
て
現
に
受
け
た
給
料
の
額
及
び
臨
時
手
誼
、
臨
時
肋
伯

需
、
拗
緻
手
祁
、
臨
時
家
族
手
賞
。
特
別
臨
時
手
祁
和
徴
額
の
合
計
．額
と
す
る

應

5
の
規
定
に
該
祁
す
る
者
が
そ
の
内
地
蹄
溢
に
際
し
こ
の
條
例
に
よ
リ
受
く
べ
き

紬
紛
に
悩
し
て
．
必
要
な
事
頚
は
別
に
市
長
が
こ
れ
を
定
め
る

、

（
別
表
）

e

一、が＿

n

―-、己
0

一、生g〕

牧 jJ)J 市 琺

入

役 役 長 別

月 月 月

＇ .. 一 .— ＝ ヽ 茸

゜゚゜
、給

且以 ゜
0 

且以
0 
脳
上人

下 下 ・下 料

一 ＝ 
ヽ

3i 8 ゜
． 

゜゜
額

旦旦゜l到以 w. 以

上 」ニ 」:.

l 

. ~ -

麿
密
蒻
翌
窯

麿

狐

＂

の

璽

誓

誓

醤

知

事

の

許

可

を

得

て

昭

墾

靡

靡

晨

Tlj
條
例
第

醤

麿

靡

給

悶

翡

巌

塁

靡

金

追

族

扶

農

及

死

亡

給

こ

．

條

例

の

、

一
部
を
次
の
や
う
に
改
正
す
る
・

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
十
五

H
脳
島

im長

閲

懇
一
條
の
中
に
「
百
分
ノ
一
」
と
あ
る
の
を
平
分
ノ

l-」
に
改
め
る

第
十
四
條
及
ぴ
第
十
五
條
空
中
に
「
給
沢
年
額
」
ど
あ
る
の
を
「
給
料
月
額
ノ
想
5
．ス

．
ル
別
表
似
定
作
給
額
表
年
額
」
に
改
め
・
る

．

‘

.＇
『第
二
十
條
及
び
第
二
十
六
條
の
中
に
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
を
「
給
料
月
額
ノ
狙
~
＂

・

ス

ル

別

表

佃

定

倅

給

額

表

月

額

」

に

改

め

る

＇

第
三
十
四
條
痰
品
市
合
談
長
及
股
恥
市
會
談
艮
逍
沿
行
瑯
安
且
長
ノ
任
免
ス
ル
載
貝

盆
~
且
熊
人
、
噺
託
ヲ
除
ク
）
＾
之
ヲ
第
二
條
―
一
定
ム
ル
史
員
卜
省
倣
シ
本
條
例
〗

ヲ
辿
川
ス

・t

o
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こ
の
條
例
は
公
布
の

H
か
ら
こ
れ
を
施
行
す
る
、
化
し
第
三
十
四
條
の
規
定
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昭
和
―
―

、
十
一
年
十
月
五

If
か
ら
}
]
れ
を
泌
川
す
る
．

•[“

'
, 

7

を

「

ー

‘
•
i
l
9
.

：

lー
ー

．
．．． 
I
t
`
;

，.‘
 

••• 
i

.
i
l

r

.
｀

'

、
9

.
?
―
―
ー
ー
．
—
．
｀

•
I

I
g
§
'
U炉．；
1
-
i
-
:
E
I
i
i
i
:

,
 

•• 
≪
 

一

.• 

J

・

ヽ
・
、一

;¢
‘. 

14ー
・

＇

•. 

1
,

｝
 

l
 

｀
廣
島
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生
試
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所
手
数
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例
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．

眉

（

別

表

）

、

．

｀

個

定

作

紐

．
額

表

．

五

｀

悶

は

個

定

俸

給

個

定

俸

給

ヽ

給

奥

俸

給

‘恨
定
俸
給

，．恨
定
俸
給

、第
二
條

箪

位

手

数

料

額
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亡
．
肛
ー
巴

h

」
-
年
梱
ー
―
―
月
顧
E
~
~額
ー
一
生
額
．

F
I．
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円
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g
写
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孟
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＿

羹
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円
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議
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．

式

回
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．

、

．

略

淡

検

査
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同
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血
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．
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(7) 毀—卜第祈祖 祁 ．市 ,-1. 
1"’ 隈 H•ヤニ月二十年—+=和昭

À ． 

蕨
島
市
條
例
第
十
＿
＿
＿
聾

隈
鳥
市
合
の
議
決
を
網
廣
島
縣
知
事
の
許
可
を
得
て
廣
島
市
縣
民
粒
條
例
を
次
の
や
う

に
定
め
る
．

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
l
9
日厳

島

市

長

＊

原

七

、

郎

廣

島

市

A

縣

、

民

稔

條

例

[

第
一
條
縣
民
我
の
賦
課
徴
牧
に
付
て
は
法
令
及
び
廣
肋
縣
民
稔
賦
課
徴
牧
條
例
に
規

，
定
す
る
も
．
の
A

外
は
こ
の
條
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

．

．

 

I
 

第
二
條
縣
民
抵
の
各
納
稔
碗
務
者
に
封
す
る
賦
課
額
は
各
納
稔
義
務
者
の
市
民
稔
賦

裸
領
に
縣
民
稔
熙
蘊
額
の
百
分
の
百
乃
至
百
分
の
百
五
以
内
に
於
て
市
長
の
定
め

た
領
を
市
民
庶
賦
課
総
額
を
以
て
除
し
て
得
た
数
C

小
敷
第
二
位
に
止
め
第
三
位
は

四
拾
五
入
す
も
を
乗
じ
て
虹
定
す
る

翌

届

前

條

の

規

定

に

依

lJ
坑

出

し

た

賦

諜

額

が

廣

島

縣

民

祗

賦

課

徴

攻

條

例

に

規

，

翠
畜
＂
呵
賦
諜
額
の
限
度
を
越
え
又
は
＂
収
醤
賦
課
領
の
限
度
に
滴
た
な
い
も
の
に
喪
島
市
條
例
墜
喜

つ
い
て
は
各
其
の
限
度
額
ま
で
引
下
又
は
引
上
げ
る
も
の
と
し
そ
の
超
過
額
又
は
未

JBi
島
市
令
の
議
決
を
紐
岡
必
噸
知
事
の
許
可
を
得
て
艇
島
市
共
滸
組
合
條
例
の
一
部
を

滴
領
菜
項
の
規
定
に
該
常
し
な
い
他
の
納
稔
義
紡
者
の
賦
課
額
成
拾
闘
毎
に
一
曲
次
の
や
う
に
改
正
す
る

．．
．

と
し
て
計
虹
し
た
幽
数
に
按
分
し
て
共
の
納
稔
森
務
者
の
賦
課
額
を
檜
し
又
ば
減
す
昭
利
二
十
一
年
十
二
月
十
五

H
府

肋

市

是

木

原

七

郎

る

も

の

と

す

る

．

前

項

の

規

定

に

よ

り

芥

定

し

た

賦

課

額

が

な

お

限

疾

額

を

超

え

又

は

裏

度

額

に

滴

た

、

．

．

ぷ
羞
條
の
巾
に
「
百
＾
ク
，

0
五
乃
得
＾
ク
ー
」
と
あ
る
の
を
「
千
分
ノ
元
翠
分

／
な
い
も
の
を
生
じ
た
場
合
は
そ
の
事
喰
の
生
じ
な
く
な
る
ま
で
泊
項
の
例
に
よ
り
賦

•
ノ

l
-」
に
改
め
る
｀

．
 

．
 諜
領
を
．
咽
減
す
る
も
の
と
す
る
‘
•

第
十
條
本
條
例
は
附
凡
市
合
、
靡
島
市
歩
事
合
及
廣
島
市
令
議
員
選
限
↑
げ
珊
委
貝
令

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
捻
定
し
た
超
過
越
額
又
は
未
滴
の
総
額
が
前
條
の
規
定
に
よ

J

戟
只
ー
ー
之
ヲ
泡

m
ズ

．

り
ば
定
し
た
縣
民
稔
賦
喋
組
額
の
百
分
の
二
以
内
の
と
き
は
他
の
納
段
義
務
抒
の
賦

＂＂ 

課
額
は
之
シ
冷
波
し
な
｀
い
で
償
咳
納
粒
義
務
寺
の
賦
諜
額
を
阻
庇
額
ま
で
引
下
げ
又

-

.

H

.

は

引

上

げ

る

も

の

と

す

る

こ

の

條

例

は

公

布

の

日

か

ら

こ

れ

を

施

行

す

る

、

伯

し

第

十

條

の

規

定

は

昭

祁

I

l

+

-

年
十
月
五
＂
か
ら
こ
れ
を
恋
川
す
る

第
四
條
廣
島
縣
縣
民
粒
賦
課
徴
牧
條
例
第
十
四
條
に
よ
リ
市
此
に
於
て
縣
民
粒
の
徴

収
を
病
豫
し
た
掲
＾
＂
そ
の
納
期
限
は
別
に
市
長
が
こ
れ
を
定
め
る
．
．
、

第
五
條
縣
民
税
の
納
期
限
は
廣
島
縣
民
粒
賦
課
徴
牧
條
例
第
十
＿
＿
＿
條
の
茂
定
に
拘
ら

す
六
月
ー
―
-
+
＂
と
ナ
るf

t
l
I
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こ

の

作

例

は

昭

和

＿

＿

十

一

年

度

分

か

ら

こ

れ

を

迎

川

ナ

る

．

昭
祁
―
-
+
I
年
度
分
に

m"第
五
條
巾
「
六
J
J
.
_
＿
＿
●
日
」
と
あ
る
の
は
「
ニ
J
J
-
l
十
八

日
」
と
潤
み
芥
一
る
も
の
と
す
る

i

規
則
第
＿
＿
＿
五
訊

廣
凡
市
役
所
水
務
分
掌
規
則
巾
改
正

昭
和
十
七
年
十
一
J
J
規
則
第
二
十
三
聾
灰
凡
市
役
所
水
紡
分
規
則

rl次
の
地
IJ
改
め
る

叫
1
1
1
-
H
'
一
年
十
[
J
J
-
H
'
九
"

規

則

．

廣

島

●

な

9

定

例

令
9

條

例

廣

島

市

合

の

定

例

命

＂

は

左

の

各

月

に

こ

れ

を

開

合

す

る

＇

八

月

七

月

十

二

月

二

月

四

月

六

月

前
項
一

1

月
の
定
例
合
は
三
月
に
繰
下
げ
て
開
合
す
る
こ
と
を
得
る
こ
と
ゞ
す
る

i
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こ
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．
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叫
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入
椛
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ー
（
第
四
條
の
別
表
を
別
記
の
や
う
に
改
め
る
｝
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會

硲

七

條

創

，

除

．

4

塁
條
中
「
市
民
稔
＾
」
の
次
に
「
左
＿i掲
グ
ル
均
等
胡
ヲ
呼
ば
•
ノ
外
」
を
加

u
「
ヲ

、
昭n
 

キ―
-
．
課
粒
邸
準
ト
シ
テ
」
を
「
及
ビ
綜
合
所
得
粒
ヲ
納
ム
ル
者
一
ー
甜
シ
テ
＾
茸

g、
前
年
度

坊
出
シ
ク
ル
金
額
ヲ
加
掠
シ
」
に
改
め
「
之

．
．
分
綜
合
所
得
稔
額
ヲ
謀
稔
椋
準
ト
シ
“

一T'
 

を

賦

課

ス

」

の

次

に

．

．

一
。
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「

均

等

割

額

年

ヽ

』．

-

二

個

・

人

金

十

五

．
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魯

k

人

．

金

首

皿

」

を

加

（

る

月
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「
第
十
四
條
．
」
と
あ
る
の
を
「
第
十
一
條
」
に
改
め
同
條
第
一
項
の
次
に
左
の
一
項
を

ニ

し
。

千

、

.

H

狐
了
Q

.

「
前
項
又
は
第
九
條
ノ
規
程
＿
＿
依
リ
合
邸
ス
ペ
キ
貨
箕
偵
額
五
拾
闘
以
下
ナ
ル
ト
，
キ

＾

貨

伐

醤

ハ

之

ヲ

合

培

．

ス

一

律

ー

ー

醤

塵

廊

ヲ

加

竺

」

．

限

と

あ

る

？

を

忍

古

一

條

」

に

改

め

る

露
拾
五
條
」

第
十
一
條
別
ー
｀
除
‘
,

箪
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肋

悌

十

二

條

削

除

翠
―
-
＿
條
蒻
徊
額
＾
左
ノ
，
各
翠
一
瓶
分
．
シ
超
玄
―
ー
各
稔
牢
ヲ
辿
川
シ
テ
加
埠
稔
額

・
旧
ヲ
邸
出
ス
也
シ
箕
拭
伯
額
五
拾
闘
以
下
フ
金
訊

I

甜
・
ッ
テ
ハ
，
定
額
卜

K
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．

，

箕

貸

債
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．

稔
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．
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五

拾

皿
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金

額

．

定

額

拾
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．

定

釦

歩

拍

脳

．

報

靡
皿
ッ
超
ュ
ル
金
額
ー
百
分
ノ
ニ
十

．
．
 
百
分
ノ
四
十
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百
皿
ヲ
超
ニ
ル
金
額
百
分
ノ
ー
ー
十
五
．
｀
、
百
分
ノ
五
十

ー
ー
ー
百
皿
ヲ
招
ュ
ル
金
額
．
．
百
分
ノ
三
十
百
分
ノ
六
十
五

六

百

回

ヲ

超

ュ

ル

金

額

百

分

乙

二

十

法

，

百

尻

／

七

十

五

百
分
ノ
九
十

｀
 

•
千
回
ヲ
超
ュ
ル
金
額
百
分
ノ
．
四
十
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．
．
．
二
千
趾
ヲ
賂
ュ
ル
金
額
．
．
百
分
ノ
四
十
五
．
、
百
分
ノ
百

「
市
民
稔
納
税
義
務
者
ニ
シ
テ
」

「
第
言
一
條
」
と
あ
る
．
の
を
「
第
、
十
阻
條
」
に
改
め

を
削
リ
「
弼
シ
テ
＾
」
も
る
の
を
「
蛮
ス
・
ル
加
邸
税
額
＾
」
に
改
め
「
第
十
一
低
｀

復

ノ
規
定
―
―
依
リ
鉢
出
・
ン
ク
ル
稔
額
―
ー
向
」
及
び
「
邸
出
シ
・
ク
ル
金
額
ヲ
加
邸
シ
テ
」

活第
．
を
餌
リ
「
賦
課
ス
」
と
あ
る
の
を
「
卯
出
ス
」
に
「
第
十
一
條
第
十
二
條
第
言
一
條
t

+
．
'
雰
十
四
條
｀
．
節
．
十
五
條
」

i

と
あ
る
の
を
「
第
九
條
第
十
一
條
第
十

l

)

一
條
」
に
「
ノ
九

一

、

饂
悶
分
ヲ
其
ノ
年
度
ノ
」
と
あ
る
の
を
ヴ
」
に
改
め
「
少
敷
」
の
次
に
「
第
一
―
―
位
―

.

i

i

―-
1
 

S

、

．．9 ．
．
 

怜
．
＾
．
．
’
|
外
，
＇
’
ー
．

r

ニ

ー

勺

●

、

`
 ．． 

、

<

t

.

.

.

＇

•• 

ー

r
,
5

心

9
9
=
t五
←
よ4
F
E

と
し
贔
ヽ
：
，
9

：
'
ー

'
r
‘
.
,
'
，
＇
囀
'
.
i
‘
ー
1
•
i
,
.
,
，
●
，
9
，
．
，
4
.
i
'
9
9

••• 
‘
,
•
i
『
c
i
t
l
:
i
`
4
,
i
]
が
，
ー
i
r
e
L
t
h

訂
訂U
5旦

．
 

‘
 

f
`
,
.
`
1
,
r
.
f
9
,
'
・
 

:'’”」'

~
~
．
 

9
r
.

＇ 

.. 
'『

9

.

"

ー

ヽ

i
 

會
：

J
，"

f
 

“

E

 

．．． 

＇ 

1,-

————-•——•-_

1-

.
l
J
i
j
I
I
 

廣
島
市
條
例
第
十
四
競

廣
応
市
合
の
議
決
を
親
縣
知
事
の
許
可
を
得
て
廣
島
市
合
定
例
合
條
例
を
次
の
や
う
に

定
め
る昭

和
ー
ー
十
一
年
十
二
月
十
七
日

隅
島
市
長
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愛
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畑
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町
、
特
罫
一
丁
百
、
北

11
盆

二

T

H

ノ
i

郊、

111
汐
町
ノ
一
部
、
旭
町
ノ
ー

部
、
白
ぬ
北
町
、
｀
音
114111
町
＂
四
白
応
町
一
ぶ
蒻
小
町
、
白
邸
束
巾
町
、
白
島
九

肝
町
、
東
白
島
町
、

．土
柳
附
、
椛
町
、
王
泊
川
町
、
鉛
磁
町
、
八
T
嬰
．
石
且
州
町
、

下
向
Vlr
、

I
口
町
、
銀

111
町
、
平
塚
町
、
湖
生
町
、
東
洞
町
、
胡
町
、
針
屈
町
、

．

下
泊
川
叫
馴
川
町
、
槃
研
捌
、
三
川
町
、
粘
四
研
凡
町
＂
立
町
、
平
＂
片
町
、

括
玲
尺
町
、
傲
磁
凡
町
、
新
川
沿
町
、

11
町

｀

小

町

下

111
町
、
袋
町
、
ホ
州
町
、

釈
尺
町
、
東
魚
尺
町
、
阿
魚
い
町
、
秘
町
、
恥
屈
町
、
厄
泣
町
、
狡
染
町
、
細
工
町

，．

心
州
四
大
手
町
一
丁
＂
｀
大
手
町
ー
デ
＂
、
大
手
町
一
二
丁
＂
、
大
手
町
四
丁
"
‘

大
手
町
五
T
L
I
・
大
手
町
六
T
I
I
、
鼻
大
手
町
七
丁
＂
、
大

fPlr．
八
丁
＂
、
大
手
町
九

T
"
、
米
千
＂
町
、

W
千
Illplr
、
千
，

Dlr-
丁
＂
｀
千

lll
田
一
、
子
＂
、
千
川
町
一
―
-
T

．＿ 
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告
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昭
．
菊
一
條

rll
'「
公
民
課
、
庶
喜
靡
係
」
（
を
削
る

和
第
二
條
巾
「
公
民
課
」
及
び
共
の
分
掌
事
務
を
囮
る

ヽ

學
務
課
の
分
掌
事
務
巾

_＿
ー—+ 

.l
.

「
一
、
哨
少
年
憫
体
＿
＿
血
ス
ル
事
項
」
を
削
る

年

民

生

諜

の

分

学

の

末

尾

に

，

「
一
、
雨
年
問
体
―
―
梱
ス
ル
事
項
」
を
加
（
る

十一

付

川

ツ

F

I

 

本
規
則
は
公
布
の
H
か
ら
之
を
施
行
す
る

月

.＇I: 

•

i 

ノ
t

規
則
第
一
＿
＿
六
賊

．．
．
 

臨
時
應
島
市
合
計
事
務
販
扱
規
則
を
左
の
通
リ
定
あ
る

昭
和
一

lヤ
ー
菜
一
一
月
十
一
H • 

• 

'

麿

市

長

．
木

＇ 

，

靡
唇
應
＂
計
事
務
販
謡
篇

大

正

二

誓

贔

阻

醤

細

麿

爛

翡

翡

翡

盟

―

―

十

條

．第
一
項
の
規
定
に

讐
芯
四
易
公
共
事
業
に
佃
す
る
咬
裔
喜
芸
は
制
限
に
依
る
も
の
と
す
る

一・回

8

器

品

以

内

▼

• •

第
七
詈
誓

ヽ

.

言

.i

"

＂‘

こ
の
規
則
ぱ
拿
糾
か
ら
之
広
印
累
．
る
、

•

]
釜

9

．

ゾ

こ

の

規

則

は

誓

公

翡

鷹

了

●

洞

峙

に

開

屯

・

こ
，ヽノク

I

』
ー

1
'
,
＇
「
→
一
、
．
—
？
>

’̀
_
―
―

ぅ
r
:ヽ
し雰

規
則
ー
の
一
部
を
次
の
や
ら
に
改
正
ナ
る

[
溜
則
第
一
＿
＿
七
競

．

、

一
ず
品
皿
邸
市
役
典
局
醤
分

市
＇
に
昭
和
―
―
十
一
年

9
)
 

.

.
J
．昭

ill-
平
一
年
十
二
年
十
三
H

.

．．
．
 

炭
島
市
必
・
木

．．
 

原

七

．

nl

｀
 

戦

•
第
一
條
の
中
に
「
左
ノ
室
、
科
及
邸
係
」
と
あ
る
の
を
「
左
ノ
謀
係
及
狐
皿
国
は
蒻
」

‘
．
に
改
め
「
局
長
室
、
企
梨
科
い
文
化
科
べ

5
領
科
、
交
池
科
作
促
科
」
と
あ
る
の

r

．
．
を
伽
リ
下
水
郡
の
次
に
「
後
典
相
談
fyI
」
を
加
へ
る
・
・

に
改
め
局
此
室
各
科

第
二
條
の
中
に
「
科
及
邸
」
と
あ
る
の
を
「
慶
役
靡
喜
」

、

、

及

び

其

の

分

掌

事

務

を

削

リ

短

靡

．

の

分

靡

懃

翌

詈

唸

，

．` 

「
一
、
復
興
稲
餡
危
＿
雙
ル
事
項

ヽ

、

9-、各
諜
及
相
談
所
ノ
業
務
述
粕

．＝
脚
ス
ル
亦
項
」
を
加
(
‘
.

l
 、一

復

．

下

泳

已

箆

沿

「

懇

靡

喜

・

・
一．．

．
 

第

：
，
一
、
塁
愚
計
珀
ー
脚
ス
ル
机
談
・

一

｀
 

十

．

て

住

宅

其

1

他
建
築
ー
ー
闘
ス
ル
相
談

•

( 

威

．

一、

．倍
地
借
家
孟
血
ス
ル
相
談
．

,
r
、`
 

¢可ー
l
|
4
_
1
位

ヽ
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1,＇、

I司
h
り
量
―

y
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；
tー
ー
』
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i
:・liiIsqi

、

/9

à"尻
塁
厖

•
、

-

ー

1

~
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!
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ー

f

i

ー

1

ー
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脱 ）
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艇

肋

市

長

木
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第
一
條
中
公
民
課
の
「
町
栢
簿
係
」
を

Wl
み

．

6
 c
 

昭

第

二

條

公

民

甕

分

掌

事

務

の

111
「
-
、
町
節
縛
に
闘
す
る
事
項
」
を
削
リ
同
條
民

和
・
生
課
の
分
常
水
務
の
末
尾
に
加
（
る

二十1
 ．．
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月
、
昭
和
町
、
．
低
見
吋
平
野
町
り
．
衰
町
、
＇、国
中
町
｀
．富
士
見
町
、
．．
 

＂図

泰

寺

呵

雑

魚
掲
町
、•
南
竹
屍
町
、
竹
屈
町
．
中
島
本
町
、

、
・材
木
町
‘
1
一
部
、

-

元
柳
町
、
天
莉
町‘

ノ
．
一
部

――
r
．
梃
峨
を
表
示
す
る
悶
而
は
股
岱
市
役
所
（
土
地
課
）
に
備
付
け
て
縦
牲
に
供
す
る

蕨
島
市
告
示
甲
第
一

0
四
競

昭
和
二
十
笹
二
月
告
示
甲
第
四

0
賊
府
島
市
永
泣
使
用
條
例
施
行
細
則
の
一
部
を
次
の

や
ら
に
改
正
す
る

昭
利
二
十
一
年

T
l
月
二
十
H
‘

.

.

＾
~
原
七

F

n
 

．

炭
島
市
長

・
，
才
．

燃
十
二
條
の
中
に
「
五
拾
錢
」
と
あ
る
の
を
「
四
門
に
改
め
「
武
拾
錢
」
と
あ
る
の

を
「
翌
回
」
に
改
め
る

．

一

[

第
二
十
條
第
一
猥
の
中
に
「
歩
拾
錢
」
と
あ
る
の
を
「
六
拾
錢
」
に
改
め
「
五
拾
銭
」

．

と
あ
る
の
を
「
武
四
」
に
改
め
．「
壺
願
J

と
あ
る
の
を
「
表
面
笠
拾
錢
」
に
改
め
・

'

「
或

Im
」
と
あ
る
の
を
一
六
訳
」
に
改
め
同
條
第
一
｝
戟
の
巾
に
「
五
拾
錢
」
と
あ
る

ふる
を
「
古
酋
五
拾
錢
」
に
改
め
「
安
闘
」
:
と
あ
る
の
を
「
武
皿
五
拾
錢
」
(
に
改
め

・

「
或
回
」
と
あ
る
の
を
「
六
回
」
に
改
め
「
四
闘
」
＂
と
あ
る
の
を

．．「
拾
闘
」
に
改
め

同
條
第
三
披
の
中
に
「
内
径
三
拾
粍
以
下
ノ
モ
ブ
ー
・
エ
ホ
ー
ー
付
金
五
回
」
と
あ
る
の

」
に
改
め

「`
八
回
」
と
あ
る

、

「
内
径
二
十
五
粍
以
下
の
も
の
ー
エ
瑣
に
付
企
拾
闘

：

・

内
往
五
拾
粍
以
下
の
も
の
一
工
事
に
付
金
拾
玉
闘
＇

をの
を
「
試
拾
回
」
に
改
め
「
拾
回
」
と
あ
る
の
を
．
「
武
拾
．五
掴
』
に
改
め
る
・I

第
二
十
一
條
の
中
に
「
氾
ふ
回
」
と
あ
る
の
を
．
P[

魯

」

に

改

め

「

魯

」
i

と
あ
る
の
を

「
九
四
」
に
改
め
「
五
回
」
と
あ
る
の
を
「
拾
五
佃
」
た
改
め
「
拾
皿
」

．と
あ
る
の

を
「
参
拾
闘
」
改
め
る

．

第
二
十
二
條
の
小
に
霊
韮
五
拾
錢
」
と
あ
る
の
を
・
「
五
回
」
に
改
め
「
五
回
」
と
あ

る
の
を
「
拾
五
回
」
に
改
め
「
拾
回
」
と
あ
る
の
を

．「
全
袷
五
闘
」
に
改
め
る

＂＂ 

j
 

尻

"

j

こ
の
測
則
は
昭
和
二
十
一
年
十

J
j
-
F
l
ょ
n之
れ
か
函
箭
・
す
る
？
．

．．‘

．

．
 

•••
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,'
,
．
,＇ 
．．． 

告
示
甲
巫
一
〇
五
訊

*
＂

llj
令
の
訊
決
を
籾
ま
し
た
昭
利
ー
ー
十
一
年
度
廊
凡
市
低
入
川
烈
芥
氾
加
夏
正
の
変

項
は
一
ム
の
通
り
で
あ
り
ま
ナ

但
し
本
政
林
は
即
＂
之
を
比
行
す

叫
利
二
十
一
年
十
一

"”-l+＂

原

． ヽ

'七

一
、
金
滋
＝
＿
闊
・ス

贔

談

1

て
市
民
ノ
復
典
鉗
策
窟
見
点
隣
ス
ル
事
項

一
、
共
ノ
他
復
興
＝
関
ス
ル
柑
談
」
＂

を

加

（

る

．

誓
條
の
中
に
「
科
＿
一
塁
」
と
お
る
の
を
削
り
第
二
項
と
し
て

「
懇
靡
談
所
に
所
此
羹
席
ヲ
訟
ク
」
を
加
で
る

．．，

．

第
四
條
の
中
に
「
塁
」
と
あ
る
の
を
削
リ
「
課
長
」
の
次
に
「
所

4
」
を
加
へ
る

キ
＾
上
席
肋
員
．
其

硲
五
條
の
第
三
項
と
し
てト

キ
＾
次
附
所
長
次
船
共
＝
研
故
ア
．．
 
ル
ト

・

「
誓
―
―
事
故
ァ
ル

ノ
事
務
ヲ
代
珂
ス
」
を
加
（
る
．

度
條
の
中
に
「
科
＝
＿
於
ケ
ル
ホ
務
分
烹
屈
此
之
ヲ
定
メ

j

と
あ
る
の
と
削
リ
「
課
．

長
之
ヲ
定
ム
」
と
あ
る
の
を
「
塁
委
序
」
に
改
め
状
の
次
に
一
祖
典
相
談
●

ニ
於
ケ
ル
所
艮
ノ
市
籾
分
学
＾
所

4
考
ぞ
．
」
を
加
で
る
．

一＂^
 

j
 

．
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こ
の
規
則
は
公
布
の
H
か
ら
こ
れ
を
飾
行
す
る
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規
則
第
二
八
競

．

部
を
次
の
ゃ
ら

島
ilj
塁
＾
屈
事
務
分
掌
規
則
の
一

l
 

昭
利
二
十
一
年
一
月
規
則
第
二
嫉
脳

n-

に
改
正
す
る

・

七

．
郎．

一
昭
和
二
十
)
'
一
年
十
．
＿
一
月
十
ホ
H•

• 

こ

原

盛
恥
市
長
・
オ
・

9.1

Y
.
 

祠
料
係
」
の
下
に
「
努
筋
係
」
を
加
へ
る

，

．

J
 

4
 

「
一
、
材
料
品
ノ

rll詔
―
―
槻
乙
虚
項
」
の
次
に
．

．
．4

第
一
條
中

第
一
一
條
llJ

孟
岡
ス
ル
盟
」
を
加
で
る
．
．

．．
．
 

、
公
共
事
業
労
務

「一

`

i
 

ヽ

．

;、

附

則

．

．

．

・̂
 

本

規

則

は

公

布

げ

且

を

施

行

：

一

―

規
則
第
i-
一
九
親

ヽ

i
.
.
I
 

靡
凡
市
役
所
事
務
分
掌
規
則
中
改
正
に
．つ
い
て

．

役
所
事
務
分
掌
規
則
中
女
の
通

l
改
め

｀

昭
和
十
七
年
十
一
月
規
則
第
二
十
三
競
蔽
島
市

る

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
十
六
日
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mî
9:い

（
ぃ
ヤ

5:9[5月
9
9ヽ
礼
き

｀
 

太

報 q,' 
＇ 

-' 
1
J
 

．．
 ー， 腐 日十二月二十年一十二和昭 (16) 

“
 

蕨

島

市

告

示

甲

第

一

＿

＿

＿

＿

＿

琥

‘

•
本
H
市
参
事
合
の
議
決
を
紐
ま
し
た”
g和
二
十
一
年
友
廣
島
市
歳
入
出
豫
符
追
加
更＇ 

知
．
＇
し

r

じ
11n11 

一
、
選
出
す
る
秀
員
の
数
．
十
六
人

内

課

裳
地
潤
整
法
第
十
五
條
ノ
ー
・
一
第
三
項
第
．

l

器
該
賞
者

．

同

第

二

戟

咳

飲

者

｀

一

•
第
三
臨
該
賞
者

同

l

、

選

堺

令

揚

廣

島

市

役

所

二
、
投
梨
分
合
場
の
設
四
位
骰
並
に
厭
割

設

骰

位

趾

阪

切

G

聯
合
町
内
含
は
ぢ
）

投
栞
分
．

令
＂
場
名

ヤ
田
、
白
島

荒
神

ー

牛

田

町

11

牛

田

四

民

駆

校

の

内

、

二

葉

I
里
、
大
須
賀
町

牛

尾
長
、
矢
賀
、
背
裕
、
荒
紳
の
内
二
葉
ノ
里
言
大

須
茂
町
を
除
く
、
比
泊
山
の
内
＊
洲
町
、
南
大
洲

-‘

ー`

大

洲

町

•
町
、
南
蟹
屋
町

ブ

iH

大
洲
宵
年
令
館

＼
 

仁

保

、

比

沿

山

の

内

、

東

雲

町

．

束
裳
町

東

裳

工

業

指

粒

所

段
原
、
楠
那
、
大
河
｀
皆
衣
、
宇
品
、
比
治
山
の

内
大
洲
町
、
南
大
洲
町
、
南
蟹
殷
町
、
東
雲
町
を

大
河
町

大

河

除
く

大
河
國
民
卑
校

L
1

似
島
町

似

似

島r"

似
島
町
民
合
館

選

堺

命

蘊

廣

肋

市

役

所

艤

町

、

竹

蔑

千

田

、

袋

町

、

大

手

、

中

島

巖
濃
｀
本
川
、
大
芝
、
三
篠
、
天
滞

三
篠
本
町
一
丁
目

三
篠
國
民
根
校

三

篠

帥
蛉
、
舟
入
＂
江
波
、
眠
音

南
観
昔
町

餌

宗

厚

寮

謹

昔

己

斐

町

禍

島

、

己

斐

、

古

田

の

内

硲

須

町

6

一
部

市
股
業
令
指
琳
部

已

爺

草
建
古
田
の
内
苅
須
町
の
一
部
を
除
く

．

庚

午

町

．
庚
午
冑
年
合
館

古

田

四
、
投
梨
H
時
十
二
月
二
十
五
日
午
前
九
時
よ
リ
午
後
五
時
ま
で 三五八

人人人

木

七

商
島
市
告
示
甲
第
一

l-l-
禁

．
楼
地
濶
格
法
旋
行
令
第
二
十
五
條
ノ
四
に
某
き
市
股
地
委
貝
令
委
員
選
澤
に
お
い
て
選

出
す
る
委
且
の
数
、
河
狼
令
拗
、
投
深
分
合
楊
の
吸
訟
位
既
並
に
翫
捌
、
投
菜
日
時
を

次
の
池
IJ
公
告
す
る

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
十
七
日

炭
島
市
長

．原

郎

托
巖
抱
市
主
事
財
務
課
字
ー
ー
月
七
H
)

依

願

免

職

(

+

月

三

十

一

日

）

主

事

"

”

主

亦

補

）
主
事
捕

復
興
局
継
踵
課
努
務
保
長
拿
一
月
ー
―
-
+
H

復
興
相
談
所
長

(
+
1
1
月
十
―
―
-
H
)
主
事

＂ 

,＇ ー

箭
掃
課
長

土

地

課

長

兼

務

”

技

土

地

諜

勤

務

”

”

土
木
課
勤
務

J

I

I

I

ー

上
水
課
勁
務

I

I

I

下

水

課

拗

務

＂

師

~,．令

土篠山岩寺川村大淡闘翌：

谷原口'鯰本 J::.，島

宮
狐 ／ ・政

鐵一 幸浮敏渋和菰l

兵 9,

美術術登助餌夫人-::-正三

llI岡

辟

正
の
要
領
は
左
の
通
リ
で
あ
り
ま
す

i

．
但
し
木
豫
坑
は
皿
日
之
を
施
行
す
る

[
5

昭
和
二
十
一
年
十
＿
一
月
十
九
H

i

廣

島

市

長

．

木

原

昭
和
＿
＿
＿
十
一
年
度
廣
島
市
歳
入
出
痰
媒
追
加
更
正

入

‘
・
金
参
百
八
浄
五
臨
歩
千
七
百
八
拾
九
回

歳

七

、

縣

支

出

金

二

、

補

助

金

．
．
 

金
参
百
四
毯
益
六
千
四
百
八
拾
八
回

十

一

、

繰

越

金

金

武

百

八

拾

腐

六

千

九

百

参

拾

参

回

金
武
百
八
拾
萬
六
千
九
百
琴
拾
滲
回

≪
 

一
、
前
年
度
繰
越
金

歳

入

合

計

金

七

千

七

百

歩

拾

歩

萬

六

千

七

百

六

拾

闘

．

’

,

．

渋

出

細

常

部

十

一

、

勤

業

我

｀

金

拾

歩

痰

参

千

四

百

八

拾

七

闘

五

、

勅

業

我

金

式

百

五

拾

五

岡

十
八
、
農
地
委
員
令
＂
我
—
.
.
.
金
式
萬
八
千
参
百
七
拾
参
回

一

、

農

地

委

員

令

我

・

金

式

菓

八

千

聡

百

七

拾

参

岡

揺
常
部
計
金
登
千
四
百
式
拾
五
萬
武
千
九
百
八
拾
九
回

.

臨

．

時

部

、

金
式
百
四
拾
参
萬
九
百
四
拾
四
回

十

四

、

諸

我

六

、

股

地

委

員

選

浪

我

金

壺

萬

五

千

八

百

四

拾

参

闘

臨

時

部

金

六

千

歩

百

八

萬

歩

千

七

百

七

拾

登

闘

・

栽
出
合
計
金
七
千
七
百
参
拾
歩
海
六
千
七
百
．
六
拾
皿

歳
入
出
差
引
残
金
ナ
シ
．

．
 

9
上.“. 

—-~ 
て
寸

郎


	19460320_復活001　市報　昭和21年3月
	2881_0006
	2881_0007
	2881_0008
	2881_0009
	2881_0010

	19460420_復活002　市報　昭和21年4月　復活第2号
	2881_0013
	2881_0014
	2881_0015
	2881_0016
	2881_0017

	19460520_復活003　市報　昭和21年5月　復活第3号
	2881_0019
	2881_0020
	2881_0021
	2881_0022
	2881_0023

	19460620_復活004　市報　昭和21年6月　復活第4号
	2881_0025
	2881_0026
	2881_0027
	2881_0028
	2881_0029

	19460720_復活005　市報　昭和21年7月　復活第5号
	2881_0031
	2881_0032
	2881_0033

	19460820_復活006　市報　昭和21年8月　復活第6号
	2881_0035
	2881_0036
	2881_0037

	19460920_復活007　市報　昭和21年9月　復活第7号
	2881_0039
	2881_0040
	2881_0041

	19461020_復活008　市報　昭和21年10月　復活第8号
	2881_0043
	2881_0044
	2881_0045
	2881_0046

	19461120_復活009　市報　昭和21年11月　復活第9号
	2881_0048
	2881_0049
	2881_0050

	19461220_復活010　市報　昭和21年12月　復活第10号
	2881_0052
	2881_0053
	2881_0054
	2881_0055
	2881_0056
	2881_0057
	2881_0058
	2881_0059
	2881_0060


